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アニュ…ギ、ニア材の力的性質第 l 報

東ニューブリテン産材のひき材加工

未手IJ Hl t~封間研究成(1)

vVorking Group on Utilization of Tropical Woods: 

Properties of Sorne Papua New Guinea Woods Relating 

with Manufacturing Process巴s 1 

Lumber proccssing of sorne East New Britain woods 

要 旨 .Wニュー 7' ，)テン島オープンベイ t~!rxで 24 秘 30 個体の大任木を伐採しそれぞれの 1 番丸

太を試験)fJ材として採取した。ァK報では採取樹慢の特徴を記すとともに，伐採水の形状測定および鈴;

l押し乾燥，主担任1]，援活 a 淫ミ誌など製材加工IC関する試験の結果を不した。鉛断では干名軟材特iζ 工リ?

などで著しいけばなち，'7ラスなど、の rfJ]比重材で:t'iニ7 のひき材能ヰイ丘ドがそれそ、れ認められた。乾燥

についてはスポンジアス，マラス，ウォーターガムで降守が多く，カメレレ，タウンにも若干の囚黙

さが認められた。泡自りではカ口アィノレム，アルトカノレプスなどー郊の樹種で仕上げ詰lの良くないもの

があり， j走者では 77 ス，カメレレ，ウオ F ターガム，セノレチスなどが比較的低い後希力会示したの

141装ではウォーターji' ムにおける塗膜便化i珪廷，タ F ミナリアなどにおける冷l損害IJれが目立った。
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木村部・林E主化学部では 10 年ほどまえから i有洋材の材質と加工切に関する諸試験を進め，多くの技術

資料をとりまとめてきた1) 0 とれらの中で開発地域の拡大lとともなう新輸入品nffiが ifl点的 fL取りI.fj'られ

たが3 ヨ本国内での供試本入手には限界があり特lと商取引の対象となりにくい低質村・小径材・少諮問樹

1976年 9 月 4 口受潔
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極などを入手すZζ とはかなり困難であった。

しかし原木供給事情の推移 lとよりこれらの未利用材も合めた利用樹間の拡大について国内の要請が一段

と!日J まりつつあり ， -)T, }主地図でも資源活用などの面から伐採木の種類・俸級を広けようとする動きが

II+~ てきている。

とのような情勢から，科ρ，y~技術庁特別研究調務費!とよる「米利用船磁の手IJJIl技術 lと閲する総介研究」が

机まれ，その中で、行場木村部および Hド席化学部の関係研究宗が中心となり水平IJ朋熱，jij:広県粒J村のかLf_ .平IJ

THj週日を検討することになった。

本研究では実路均Jt:日守:の制約もあり，今後森林IJ市とのす住民 t;~ 予想1 されしかも比較的米平IJ JrJの 1封殺が多い

とみられるパプアニ?ーギニアのニューフリテン向 2 地IXiご供試ノドの斥地をしぼり s その地域でできる t:_'

け多くの同訴を対象lと試験を進めるととにしたの

{共l氏本採集i也のうち束ニュ プリテンのオープンベイ地医には昭和 50 年 3 月研究日 4 名が !!1 張して選

木・測定な ë-を行い，比較的大径の天然木 24 極 30 個体;と比較的ノト径の天然水 301軍 39 似体を採集し?と c

またïJ_lj ニコープリテンのブJレマ上自d区 lこは昭和 51 if 8 )jから 9 )j にかけ研究員 2 名が lU張して同様の作業

を行い， 天然木 20 ね 201[日体と造林木 3 穣 4 個体を採集した。なお樹研一の同 fìごは!日H斗 Department of 

For巴sts の Division of Botany iと依頼しその)山政を期した。

よ見泊ーこれらの採集水についてド記のような木村の加了@利用 lと関すろ諸試験を実施仁わである。

L ひき付加仁.銃断，乾燥，鈎削，践者，塗装， llll げ1JUT宮釘打ち

2. 介桜製造: J耗板切 11iJ，単板乾燥，単絞接若

'l. ボード類製造:パーティクノレポ{ド，ブァイパーボード，セメント硬化防空f

1. パノレプ化: ~裁判l 形熊ラパノレプイヒ

5. ;.1"炭製造

6. }Lkの Jf':S質

7. 物照的性質:比瓦収京fì'i，政;J(，強度

8. 化学的悦質:木村成分多州市成分，化学的変色

9. 附朽 '1' ['.

なお全体の計[1司王溺終には，鈴木 事， JF7 ド 位.m宮wr~.， t1j木市jL iriJ捺76司，中野達夫があた「

fヶ。

これらの試験の結果が全:i'~SU\ そろい総合的なとりまとめを終えるにはなおf，' :l の時日を要するが，その

1'11少しでも阜く試験資料を提{共し活用をはかる怠味で， lcj，られた粘月~:l士逐次J返報することとした。すなわ

ちはじめの絞殺は探集*のうち東ニュブリテンpH寸について各項目どとの試験結果を集録するもので， Sr 

入った考察を加えずデータを Eとする簡潔な報告とする。

第 1 識は東ニ 1 ープリテン主主材のうち比較的大径の 24l<在 30 伺休 lとついて. 1!，J{iJí.形態等[と関する守口買

とひきは加工関係 5 項目の試験紋果?$C集録したものでるるの

本研究を!itめるにあたり名方面より多大のご協力を賜っている。特 lと 1:lJ<tA木のj采集. I司JEピついてはノf

プアニコーギニア同の Department of Forests のご支援によるところがvい。また採集の現地作業と採

集三干の輪j去についてはp 総Jlt通商株式会社止 Open Bay Timb巴r Pty. Ltd. のど協力点二得た。 ことに深

甚の謝意を表するつ
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イものの+つであるア/ヘら車両k入 δ れる事伎を1で秋な+~糾(ノ)1"; }:<((J 

アンィ〈口イ心コままの:l!Uß7' i エ) , くに製材しcymbium beccarìi・)の水利と一見知似してし 1 るの仁 ( 

どし、 j 、オ l!交 ii可のれカブレ"〆j三在、'(，よくアンベロイの木村を J[えれ扱うがあるょに性t人さ才工ていると

ウノしソ科:竺 --jとも子 t!} さ rろ。のスポンジアスの木村であるその前日設は13 乙とがあるが多
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アルストニア(1点本番号 2)2 

Apocynaceae (七司ウ子ク i、ウ利〕Alstonia schol削-is (L.) R lk 

があ 'J ，出，íi の(山、オ\付のグ、ノレーツこの民の 1[1 I 土 lt校的比率の ι;J l リ〈トイのグノlトブ.，[打i易手i
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h日 γ1 ，也!?:[.'，ど" 、之-) " J く幻!ライの色i 土，東南アブ寸

アノレス t-_ -でーア予

イトチ 可ア事ウ、 y ドョ

ユ- -, 
.;l) と〉ハ



佐 30 - 林業試験湯研究報告第 2臼2 号

domara, ivortua, kukagwe 

分布，産 地 この Alstonia fl誌はイントコビルマ， インドシナ，マラヤを経てフィリピン，ニュー

ギ、ニア，ソロモン群島l乙及ぶ。またアフ I} カにも分布している。アジアおよび太平洋地域!こは約 40 穣が

分布し，ユューギニア地域lとは 7 種が分布する。

l:j:::s'r.木 l己ナイフで傷をつけると|与い乳液が多~l'I'Uと流れてくるので林内での識別ば容易である。とれは，

東南アジア産の同じ科のジゴルトン (Dyera 属)についてもいえることである。これら 2 者を他から区日Ij

するための拠点となる。また木材は乳跡をもっており，それがレンズ状の凹みとして樹皮表面にも認めら

れる。なお， 1司じ林内に伺科の Cerbera 属の樹木があり， 同じように乳液を出し， またやや小さい芋L財;

をもっているが，大篠木は林内 iとは認められなかった。

肌日は組で，木理は一般に通直である。大きい木材の場fT，一般に上述した手L~かが木村の中をレンズ形

の放射方向に貫通した孔として認められるのそれが利用 1'. ， しばしば欠点とされるの

心材と辺材の色調差はほとんどなく，材の色調は，白色ないし黄白色である。外観が非常 lとよく似てい

るゾェノレトン (Dyera spp.) とほ規則的 IC配列する帯状の同心円状を示す柔組織の存夜によって[え別され

る(ジェルトンは ~I'.常 ~C*fflかい網状の柔組織をも vつ〉。

木材は経軟である。青変菌の害を受けやすい。

用 途 上述したように乳跡があるため9 表 l却と I\j るような用途に用いられることは少なく，主として

芯用材として用いられる。

3. カナリウム(原本君子号 3 ) 

Canarium indicum L!NN. Burserac巴ae (カンラン科)

市場名 カナリウム。 現地名 との樹極をニコーギニアでは galip と l呼んでいる。ニコーギニア地域の

との属の木材のうち，との種のみが他のものに比較してやや濃色歩またやや主主硬で， {自のとの属の木材と

は区別されている。種子は食用 lとされる (galip nut)っとの木材ば，とくにとの市場名で呼ばれることは

なく，淡色の木 1オのグループの中 lと含まれて披われているととが多いと考えてよいだろう。

マレイジア地域ではこの属の木村を含むとの科の木材を一括して k巴dondong と呼んでいる。

分 布， Jﾎﾋ j也 !語としては全世界の熱需に広く分布するのセレベス，モノレ、ソカ，ニ L ーギニア p ゾロ

モン， ピスマーク，サンタク jレス 3 ニューへプリデスに分布する。

刀心材の主主はとくに明らかではなし 心材は淡赤褐色， ;22材は淡色。肌f!はやや粗で， 木克は交錯す

るのこの属の樹種の巾にはシリカを合むものがあるがsζの木村 lどは含まない。背変闘などのな?をうけや

すい。この額の木材は国有の名前で取り J及われるととよりも，むしろ一般には淡色のメランチ類に混入し

たり歩いわゆる M. L. H. (雑怪軟広葉樹材〉として取り扱う ζ とが多いようであるの

用途 とくに生けられてはいないがp メランチ類の代用として用いられるだろう。

4. イエローターミナリア(原木干寄与 4)

Terminalia calama持sanai (BLCO.) ROLF. Combretacea巴(シクンシ科)

市場名 ターミナリア，イエローターミナリア。

分布， j1在 地属としては lit界の熱帯 IC広く分市している。アフリカおよび熱鴇アメリカ産の ζ の属

の木材は，すでにI]T場材としてアメリカあるいはヨーロッパでよく知られているが3 熱帯アジアj蛮の ζ の

j減の木村は， とくに知名度が高いとはいえない。ニコーギニア地域lともとの属の擦の数は多く 30 療を
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こえているようである。

この地i或では，市場材として知られていと〉クーミナリ 7の木村が9 平II Jl U ，色によって分けられることが

多いこl グル，プ iま次のように分:lJiにされている。

プラウンターミナリァ

レッドブラウンターミナワア

イエロータ， ミナリア

T. brassii 

T. kαeγ托bachiz

T. i悦抑diens

T‘官ticγocar抑

T. cata悼a

T. sepica時α

T solom棚田zsis

T. stee，叫isi品現在

T島 C仰向戸lanata

T. sogeγensis 

T. 10抗gespzcatα

T. aγchiboldiana 

1'. hypa:γgyγea 

心材と ill.t;J 0)色;;r;\j~去は認められる。前者は黄褐色，後省はじ|色~黄白色を 7Jえず D ~長織が認められる。

!日L 日は粗で，木還は交錯する。柔組織の免速が;若i今しいのでそれによる淡色の紺1かい線の検検が材闘で認め

られる。ここで試料として収り上げた T. calamansanai はアジアではターミナリアとしてはよく知られ

ているが9 ムュ F ギニアでは了日;場Mとしてはよく知られてはいないようごある。この IMt重は仁述の分類に

よるとイエロトターミナワア lζ入れられるはずである。

用 治 I)~部造fr:，ベニヤ，粧枯造物などラワンあるいはメランチなどω則いられるような。般的なm

j加乙用いられる。

5. レッドブラウンターミナリア(原水番号 5'~7)

Terminalia solomone日sis EXELL Combretaceae Cシクンシ科〉

ここ lと述べた以外のことは上主ßのイエローターミブワアの項と共通ごある υ

市場名 タ…ミナリア，レッドブラウンターミナザア

Jニ述のターミナ 1) アの分類によるとこの制砲はレァドブラウンターミナワアに属する。このグル~ア】の

ターミナリアは2 ごく一般にターミナリアとして市場で取り政われているものの代表的なものである。

心付と辺材の色調Jtはとく lとあきらかでない o 般に lìíJ者は挑むを川びた淡褐色で~ l'走者は淡褐色を不

す。ぷJ1Rは交錯し，肌回は本IJである。材伯1，とくに縦断 IItîはラワンあるし、はメランチなどのうち，淡褐色

を示すものに非常によく{以ている。

用 途 ラワンあるいはメランチなどの汗j いられるようなー什史的な別途にn川、られている。

6. エリマ(原本番号 8 ) 

Octo押zeles su例。trana MlQ. Datis仁aceae (グチスカ科)

市場名 エワマ，イリモ。 現地名 erima, i1imo. 東南アジアで benuang ， benωa ， starka などと呼

ばれ，わが国でどヌアンと呼ばれている木材と I"J じである。
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:埇 (fi，践 的 スマトラ，ボ jレネオ，プィリピン，セレベスを経て9 ニューーギニア地域{三分布する。

東南アジア j煮のものはまとまって輸入されることは少ないようであるが，ニューギニア地域からはエリ

?としてある程度まとまって輸入されているようである。丸太は大係のものが多く，その樹皮は平滑でp

白色 ~'L近い色調そ示すので，仙の悩i障の丸太の中にあってもきわだっている。

一斗…ギニア.tlliJ釦と践する悩軟な木村 ω代表的なものの一つである。

本Nlは交錯し?即し討[，j:粗である。/ド材の色:泌は j:免責白色ないし淡黄褐むを~ /J\す均九一般にくすんだ色調

である。丸太の中心部に不均ーな)j(~I)-~l与ないし以紫色を帯びた部分が認められる。また9 それ以外の部分

{こも同じような色調の部分をもつことがある。 生材時，特有の臭気をもっ。

TIJ j主 怪軟な木材が必要な)fj j会に用いられるコ

タウンドン (JfI木君~+j 9) 

Elaeor:ar戸us sphaericus (GAER刊) K. SCHUM. Elaeoc乱rpacea巴(ホ jレトノヰ科)

110品名 グワンド入ブノレ c__~ ブ 1 .:;グ。わが国の市場で iむこのぶ材はヒ述の固有の市局名で呼ばれる

は少ないと:考えりれる。才J しろ叩11世"というような名でp 他のijt色の i怪軟な木材と一括したグノレー

γ び)111 fと合まれ C扱われていることが多いようである。以南アジア践の ζ の属の木村についても，般に

いわゆる M.LH. (雑q淫軟jム\佐川村 j のーっとして扱われている ζ とが多い。

うト {iJ，月二 j也 インド~ -7 レ p シア，ニュ戸ギニア，ソロモンB サモア l三分自する。

木村は黄(1色で?心付と i立付び!)f斗:消去はほとんどなし、。本館はやや交錯し予肌!こ1 は tllである o -~f変i閣の

寄与をうけるド

tiJ i丞 とくに9 この木村として時立したものは知られていないc モーノレディング，内部遊1'1ニ p マッチ

判1ヰ"箱などC

8. マラス(店(ぶ君主り 10)

l10rnalium joetidum (RoXIl.J BENTll. Flacourti呂ceae (イイギリ科)

11T151;("' マラス，アランガ。わが[i，lu)市場へ少量であっても，まとまって輸入されるのは，ニヱーギニ

.T Jtiルおからのものに|浪られているようであるので-./ラスというニョ ギニアでの木村の名前が，わが国

はJ投もよく知られている，.

う} 竹J ，民主t jU~ 属としてはふ，:-g; ， _illi熱主?に iムく分布し， 200 .fi!!あるとされ亡いるっこの種はマラヤ，

スマトラ 9 フィリピン9 ボノレネオおよびニューギニア地域iζ分イ~Jする。

j 出j戒によっては市場付として不[J)U 可能な森林蓋債のLjJでB i郎、比率をおすがp まだわが国では確立した

月'1;会がなく 9 需要が少ない。森体開発を考える仁で，この樹程の利用技術の開発はスきな課題であろう。

心けと込l材の色調奈は明らかで，前者はやや澄色を，Uびた偶色ないし赤褐色である。新鮮なときには鮮

やかな綴色をノj、すので，仙からば;;j[1 レやすい木村である。後者は黄色ないし黄山色をノJ'す。木淳一はi混在な

いし交鉛い 比九七j t立精である υ iE:.ri!12で， いわば争 ニュ…ギニア i主の主I，吏材の代表的なもののーっといえ

る。

j-1j 泳強度， ,1: InjJ 久 Itの必要 fsJ↓j JS，建築， IÁ~似，匂 Ij j の杭3 栂p 認など。

ヲE カロブィ)J，.ム(J京本:m:+} 11) 

CalOlうhyllum vexans STEVENS Guttif巴rae (オトニドリソウ科)

「ば場名 カロブA' )レム。む出名 この鼠の木材 iζ対して kaumanu ， dalo, báula, oleole, kaumanubala, 



ノ ~"j) アニ" ~， "'r'ニア材のJJIILII'JtH'l (消 1 y:~) c木キ11 )11 付IH� {iJ I ヲ'oJD 33 

gwaragwaro, ~lü~j アジア lこ F仁るものは→性別こどンタンコヘ日ノレと II'H，fれでいる υ ニニドギι アでーはじalり司

phyllum，または Kalo五1m と呼ばれている〈

分 行j' ， jìj九 地~えとしては， 11切れ)士'I~~: 1打。ムく分布し，その;援のお(は 70 iこ述するとされている。

本州はいちじるしく交錯し，出l b駘 はややmである。心同と辺吋の差はあきらかで，前者は亦渇色 J桃性;

ßi:ぷす。後者(i貨 (1 (1\, í炎 1兆悩色，炎自t褐8などをおす"しばしば金色の光れをもっ。ぷ組織の波むの

判III 、 t肢が縦断面iでみとめられる υ 滋符ω配ゲ11 がえ，'1状号t- ;j、すので，他から容易に[泊~II される。こ ωJr誌の木村

にしばしば一般に吋コにつ lま"といわれるような， ut色ω州I1日様物質をftむ )'ftl分が認められる。 A大よ量昼;の j場弘

fか?(にこ;は主そオれれL Iにこよ之る) t波i波i色，(，ω」θ) し Jみ失カがf 十村;~'I出i五厄li山1打!にと

えら 1れしる O この {~I)分を顕微鏡ドで1t&~~すると，その状態から凡て，形成j段の付j[[!こ人ゥナこ~:lUこよー，おと

:'5 htこ J磁のどスフレックスで，そ ωì:~:I)分のイ諸情:ゑ組織の 111 には桜色0)樹脂様物質が充岐され口、ふ

)IJ j会 心板，室長よ七キャピットなどmj主は!ムい。 I !J'上誌では， しばしばレットメランチロ) 111 に悦人され

ているので注治、すべきであろう υ

10 マソイア(原本書日 12)

Cry戸tocαrya 削assoy KOST 省 Lauraceae (クスノキ科)

ll iJià~r! とくにわが]1;1 ではまII られていなし、。ニ L ーギニアで i土 ζωj同の木村 lζ対し℃マソイアを担11:Í/\1凡

な diJ品名としている。 f" ジ rc はこの脳ω木村合fTめて Lauraceae (クスノヰ料〉 ω本付会メダンと lトf

ぶことが多い、l

うj 1'Íj , Ji,'të JU! 以としごは I \l Wの熱dト;}， _IJti.~*~~~t;; Iζ20(J 250 rcB分内jJ 芯と iノーζ 旬、る J

J心材と i旦材のe淵}~.:"ま泌められず，木村 l立政 1'1 色々元、ず υ 本)'1，ì\は火鉛し， IUL 凶は fllである υ 件交ぼ i の

をうけて?変色することが少なくなし~

I¥i ;会 とくに知られてはいないυ(ノかし淡 u"C，悩軟であるととから，輸人:されたものはγ ソイ γ

いう店1;宵の名では知られていな〈とも， 日自主，ft" というような名で収lけされているはずである。 IJ 小、ωib

駄では，このようなl'Iß怒軟な本村 lこ対するお袋 Ll:大量でなくとも根強いのではないだろうかυ

11. クイラ(原木寄りム 13)

hzlsia bijuga (COLEBR.) KUNTZE Leguminosae (マメ利)

m場名 インツィア，メルパウ，イピール，太、|三洋鉄三九モノレッカンアイアンウット。現地g kwila , 

この間にはよ biju伊 (COLEßR.) KUNTZE (ipil フィリピン m己rbau ipil サラワク merbau pantai 

インドネソア)， 1. palembanica M'Q. (merbau ずライ， サラワクラ サノち merb乱u darat インドネシ

ア)を f;;-む 9 騒があるとされていお。東南アジアでは， J ，mの 2 穏のうちむ、しろ後白が大桜木となると

れる。いずれにしても，ノド材としては， 1111]台ともに 16J じように取り以われる。マラッカチークョ rボiドf ノルレオネ、オ

子 クなどチ ク口の)名が Jつコ lけ7 られていることカが、あるが' これら;は立 j趨歯:

分 布， 底 池 民として lはま4非束~アフワカの沿「岸;下f匂μωj ばJ しよからマタ力ガ、スカ/ルレ，:烈?詰洪決刈4九札似iトM叶t;付:1出iじ;P アジ γ4也L調 F巡壬て dtι、リヰン

ア:巳とオ長:る、 二一?いF 一ギギ、ニアよ地白土域或での代表的な;重i卓藍E玄A硬材 ω ♂つである ι

仇目は粧iで，本法!は交錯する υ 心材と辺付の差はあきらかである。 的百は褐/~，会:rt\色，ヲ'J、村jむなどそL

/J~ い材IÚI{こ IIU状〆}ロウ状ω感触があるととがある υ また村ilI llと泊状の1.;8J立;(1:\;辺、められることがある。 J芭

管の巾!こ泣白色のチヲ{ク様の物質がつまっていることがある。このことによって，他からほ月Ijすること

ができる。 耐久刊二と強度の必要な!tJill iζ良川されているがp 今までのところ，わが国ではまだ東南アジア
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の諸国で，高く評価されているほどにははっきりとは同定した用途をもっていない。

用 i会 耐久性と強度を必要とする部材(僑渓，土台，床板，章構造物， は木)。また仕上った時の材

屈が美しいので家具，内部装飾，キャビネットなどの用iさがある。

12. ダイゾックス(原木番号 14)

Dysoxylum gauqichaudì日開um (Juss.) MIQ. Meliaceae (センダン科)

市場名 とくに知られていない。との属の木材には， 属名からとった dysox が市場名としてつけられ

ているととが多い。

分布，産地腐としてはイントコマレイ地域に 200 種が分布する。

この闘の木材!とはこの樹種のように淡黄白色さらには淡黄褐色など淡色の木村のグループと ， D. 抑制f樽

leri BENTH. および D. ρettigrewianum F. M. BALL などのように心材が赤色ないし亦褐色を示す木材の

グループ。とに 2 大別される。 miva mahogany あるいは spur mahogany などと呼ばれるのは{走者のグ

ノレープである。同グループ。は外観的には非常に異なって見えるが，いずれも柔組織の発迷が著しい。

心材と辺材の差はほとんどなく，木材の色調は黄白色で，注;替、すると縦断面で柔組織による*Ill~、線が認

められる。木J.塁は交錯し，肌目は粗である。育変薦の害を受けやすい。

用 途 とくに確立されたものは知られていない。この樹種自体も国有の名で呼ばれるよりはニヱーギ

ニア産の代自雑"の 1 穣というような形で，淡色の木村の必要な用途lこmいられているのであろう。

13. アンチアリス(原本書号 15)

A河tiaris toxicaria (PERS.) LESCH. Moraceae (クワ科)

市場名 とくに知られていなかったが，最近では，属名をそのまま使ったアンチアリスが用いられてい

る。

分布，京地属としてはアフリカからインド，マレイ地域に 4 種あるとされているっこの樹極は熱

帯アジア地域でよく知られているが，木材としてよりも，むしろ乳液が無毒として用いられることでよく

知られている。採集地では， ζ のことはとくに話題にはならなかったの

心材と辺材の差はあきらかでなく，淡色~黄白色を示す。木理ば交錯し， !lIL 闘は粗である。青変蘭の容

を52け易い。

用 途蓄積も少なく，またとくに確立した用途は知られていない。むしろニューギニア底の円白雑"

といわれる木材のグループの aっとして取り扱われることが多い。

14. アルトカルブス(原水番 i} 16) 

Artocaゆus incisus (TnuNB.) L. f. Moraceae (クワ科)

市場名 東南アジア産の多くの同属のfMf長をft-めてア jレトカルプスと呼ぶことが多いc またときにはニ

ューギニア産のものに対してカピアックを用いることもある ü :g;\地名 この属の木材の名として kapiak

が知られている。

分布，産地扇としては東南アジア，ニューギニアなどに 47 種が分布する。

心材と辺材の差は明らかでなく，木村l土黄(]色ないし淡黄褐色をノドす。本理は交錯し，肌回は著しくねl

である。青変菌の容をうける。

用 途 アルトカルプスの木材の中には，この樹原のように淡色でやや務軟な木材と，褐色の心材をも

ちゃや主主硬な木材のグループがある。 濃色のグループはキャビネットなど装飾的な目的にも用いられる



パプア二二 L 一二;一、ニア H の一川

が， この HH稀のように淡色，料欽fぷ木材ロコグノレープはとくに雌立した出右の問主主は知られていない J 経桝

造物， iflff，祁な

15. カメレレ (!J;t/j(砕汚 17 19) 

EucαIy戸tus deglu戸JαBLUME Myrtaι巳乱巴(ブトモモ利)

市原\1ゴ カメレレ o :~}6地ノ包 karnerere , kam丘rere

)J ん， r_ij'~ 凶 Jiむとしては J ~'~ストラリ Y ， タスマニアを Li:J )l~'('として約 5∞極があり，少数がニ ι

ードニア "'t レベス s チモ~ノりフィリピンなどに分布する ο 河 ストラリア地J!J.1Z-での長も:トJ}徴的 tJ: )1喝の

ーっとして知られている。この怜JHW:，二コ供向ギニーァ i也j~記およびフィリピンなどにtιするとされている。

ブィリピンω ミンタナオ，1，れこ I[ 今治、しごいるものは， bag工as (パグラス)と呼ばれている ιlζ れが全く [rû じ

もの、で品うるかどうかについて続出lをもつものもある〈フィ lJ l::'ンおよび一二ーギニアでは主要江 i与体制1+

されている。よーのような芯\{'ì:'J IIlíはノりレブ間利を百十以としている。

心村と Jぷ材の íL~iW;1/ーはあきらかである。 1記者はj 川町ちで f没者;は 1'11らないし桃色である ο 泣仰木から f;長以

5 才したイミ似の J易仁?にはラ|白怪がノにさくても， 2~f~~の心付却の![ちl戊がなし ーは)jIJω ぶ+_;jを Ictlわせるものカ〉

あるのでかa広が必要である hJ~ CノJ ノ1< f_;jの特徴として ffiiiぎの配ヂ」が lil"l iょをノトのでョえ常 lとれ[J からば見IJ しや

すい。 環境条P'-tのよしl 、処:.:: 11i\ ~Jよされると )I，'i~; Iご生たがよし\。しかし，そのような助什には付質的にかなり

劣ったものになるとされていろ ω 乙その，~lょについての考i尽を忘れてはならなし、。 北川として汀j いたもの

は天然不である c

!lfL村はやや礼L 太 Jillは公主l

河[会 話ごJL Jぶ板? 五関心主'10，卜不十， ノマル γ

16. ウォータ…ガム(間不悉 20)

S'yノyglU対1 sp. Myrtaceae (ブトモ E科)

d j]J込1ノ3 ウ可 ターガム円i !.~ウ1"'タ ガ'j人の名で IIT-ばオしるものにいj じ科の Eugema の i同のオ\材が

ある ο!日 IllW:こ分布する EugeJ1.ia と Syzygiu仰のはうHJl学的にもく 3 手、た木村の先日織もよく

似ていろものが多い。木村としての利)[] ;::~~ろえた JtJ 合，だよほとほjJlj して収り J及うことはまず却しいじした

がってウ-タ_.- j/ムと I! 'f .ì;時(こ{むこれら 2:瓦からωペド村であえておくべきであろう。

分 布亀戸し J~l lir.:，として[rJ iH 界の;~!叩:こ 500 がある υ !t' 1討アン/アピも Eug州問をめでかなり木

村とじて知!られているもの乞あろが? とくに11 灯j ノ日 1 な〉ているものはない。

心付と辺材の色目liJJ ，01~i 土;/:子しくなく， 木材は下;&ピ記l、怯&10，を'>;J~ し日付はより決色であ rう。)汎 LI はやや

f1 L, 十二}目立伐く交錯するむ

m J 主 とくて );11 られ ζiよし、おし~

17 ラブラ〔日本番可 21)

Anthoceβhα lus cadαmba (RoxlJ.) M1Q. (~A. chinensis (LAMII.) R，じIl.) Rubiaじ巳ae (アカネ科)

rrJ J誌名 ラプラ(ニ ，~t. c ギニア他地)，カランノマヤン(インドネシアλ カアトアンパンカ Jレ(ブィリビ

ン)，ララン(サパ)、 mJUl♂γlabula.

j} (11 ， ュ J也 インドヲ グライ rt!l]んニ{ーギニア il:~k0~ iç~ ど。斗:民がj必いの~己、パルプJtj 1)， 1; と 1;;':， U1主

として造林されることが多い。 熱帯アジアにおける代友的な迫林制極のヰつである。

心材と辺材の色調発はあきらかでなく予ぶ材の色l羽(， ~t-ØT白色ないし淡長褐色である。 ー見よく似ている
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アルストニアの木材 iC比較すると議色である。肌目は粗である。本理は交錯する。ニューギニア地域での

代表的な淡色で略軟な木材の一つである。青変歯の容を受け易い。

用 途 造林樹種の一つであるため，この木材の名はよく知られているようであるが，とくに確定した

用途をもってはいないようである。淡色で将軟な木材の必要な用途に用いられる。合板Jtj.H，家具用材な

どとくに芯月1+>1 として月 II 、られている。パノレプパj材としても月jいられる ο

18. エボジア(原木番号 22)

Evodia elleryana F. 1\在UELL. Rutaceae (ミカン科〉

市場名 エボジア， ライトエボジア。市場名および現地名はとくにはなく， 属名からの名を使勺てい

る。

分 布，足立 地 )高としてはアフリカ，アシア， オーストラリア，太平洋地域に 45 援が分布する。こ

の樹磁はニヱーギニア，ソロモン群島 lC分布する。

この地域には比重のより!肖い E. bonwickii F. MUELL. があり，ヘビーエボジアと呼ばれている。

心付とJll.f_;Jの色調2Eはほとんど認められずs 木村は黄白色を示す。用いた試半、|では木理は交銭し，また

1m_{犬を不している。肌悶はîïlである。青変蘭の容を受ける。放射組織の iいにシリカが認められ，放射方向

fC~出えに配列する。シリカの II\~見の jl:方としては，珍しいものの一つである。

用 途 とくに凶有の確立した用途は匁i られていない。仙の張でJ主べたニューギニアj主の“白維"のー

っとして淡色の木材の必要なJlHlilこ用いられている。

19. タウン(J原木番号 23へ 26)

Pometia βinnala FORST. Sapindaceae (ムクロジ科)

市場名 タウン， マトア， またパシブイソクメープノレという出場名が片j いられることもある。現地名

koiawo, dame, okarnu , taum , ohabu , bas, cuhinh , tze, matoa，東南アジアでは malugai Cブィリピ

ン)， kasai (ボルネオ，マライ〉などと日子ばれる。

分布，産 地 セイロン，台湾を含む東南アジアからニューギニア地域を経てサモア lこ分布する。 ζ

の材がよく知られるようになったのは，ニ 2 ーギニアあるいはソロモン群島庄が輸入されるようになって

からである c 東南アジア産のものは凶有の名で倣われることよりも 3 むしろ雑木類のーっとして攻り扱わ

れることが多い。

ニューギ、ニア地域でのもっとも代表的な市場村であるといえる。ニ斗ーギ、ニア11l1J点 iこは研究者lとより，

このtM種を含めてi司属のものが 3 tM種 (P. tomentosa TEYSM. & B!NN. および P. coriacωRADLK.) ある

とするものと，この樹穏の中lζイ也をすべて含めて， 1 樹種あるとするものとがある。

ホ:J翠は交錯し，肌目は粗である c 心材の色調は桃褐色ないし赤褐色を/J三す。 心材と i引せの左はみこめら

れ，後者は淡色である。同心円jえの組織の色，1)，'ðの濃淡がみとめられる。道管の仁[Jに(とくに丸太の I:[J心-tii)

;ζ多い〉白色の物質が充境されていることがある。これは菌糸が侵入した初期の状態である。 ぬ般に丸太

の形が良くないので貯木場でそのととに注意すると， {也の樹種の丸太から区別されることが多い。市場で

しばしばト，述した種類の迷いにより材質的な差があるように伝えられているが9 むしろそのことは生長の

違いによっておこることと考えてよい。傷害による細胞間道をもつことがある。

用 途 ニョーギニア産材のもっとも有用なものでF その用途は広い。家具， キャビネット， 内部装

飾， ff板などc
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20 喝 パラキュウム (IJ;~~三得2"1)

1'al叫Ull日見 erythγoゆer蹴Ufj孔 LAM 当時3口Ita日・4巳 tγ カサツ科〕

,b J品私 ノぐァキ 1 ウム，ペンシ jしシークーいペンシルシ ダーについては，針葉悩付とまぎらわしし\点

からも望ましむ、もりではないがョ これは以民地でつけられている市場主s -c:ある ω ご注意、すべきであろコ。

十トーはノィリピンで?二ぃトーはイント才、シア-:.7レイシアなどでこり測の木材にそれぞれつけら 4

ごある υ 見 [1十j アジ .Y E f.， O) ものでこ， ナトーあるいはニ γ ト p と l呼ばれ亡いる木村 ωlいには， こ U)!点以外U)

木材でも 1; 1jじ科の Ganua ， Lucumα ， A1adhuca , Pαye幻d なと 7)-~{%' ま:{ Lている υ

うf 竹 J ，昨 l~l rFl~ 三しては， ff ドV} ， ~{雨アジ，ニコー?とーアな総てゾロモンお!こうì'1rJ I ノ ζ いるい

ぶ国はよ』く交錯し， n凡討はやや初である r 心村と i立材のく(c:あさらかではなく， rìíJ 授は亦!日色，

i去('í;;J:淡色を不仁 えの~<;卜が政 1. U;c;H 心川 lこ複命ずる」とと.' ititJ1人議組織をもつことによ

仰のノト付からチお lこ民日 IJ される υ との鼠の本1'1 0)1 いには， 、/リカをえむものと，合まないものとがあ

る ο Planch仰lellα 阪の木村のうちJト色をすものは，この PαJαqumm 慌の木村とゴ1 'if; 1てよく似ていて区

同 IJ し鋭いが 1勺la !fuium チロ F スがよくたけし E ドノ二つ'1 '0)治が+j キ ::'j 乙るのでと()_)

以[乙占;すると l五時 IJできる〉

f!J 注 家 lL キャビネッ 1 ， j}j0lS 袋店1'，合似など刷 J主はj本い

21. ブランチョネラ (ü.江沢吾り 28)

f'lanchone/la thyrsoidea C. T. 'vY HITE Sapotaceac (γ プJ ナツ*1)

df l~ùtr とくに知ら j していなし二 L ーギニア Jlil 域で~ j_, !員名をと J こ;'ランザョネラあるいはオミツイ

トブランチ日才、ラと i王子 んといふ札 I ランチョネラ腐の木村にはここで耳以') I げたホ')イトノJ ラン-]- ;:1ネラ

〆 pノド y ランチョ才、うがある表者はもちろん付色はt/f、むで，ニニ γ トーとIl}ばれる仙のプカデ Y科の脳

陣υノ十ノ1 と Ji 市によく似ていて， 多分おミには二ゎ卜 主üとは l不足りされ n こ Iむくり批わj しているどろう υ

うf 什Jj L立 J1il 1.話としてはセイシ.，インドシサ，マレイシアi也i品心熱イH: ;Jーストフ 1) -Y ， ニ」向

ーランドF 太平河 J也.!t1}"約十ijF アメリカなどに jJず!)し，約 100.1"1; ある。との悩f~J はソロモン，二」ーブリ

7 ンラニュぃ f イ/レランド，マヌスなどに分 M.~ る c

心村主辺村との tCj~JrI，]授は告しくない。十、十，) ú) 色訓は淡伺色でぷ」付はより i炎{~~.ある u JVL l=lはやイJ 午IIT 習

によ盟はやや以く交けるソスポンジアスおよびγ ンベロノ{などω木村!こよ七べると肌 Id f;J:より絡であり， �:. 

t. ノ投与j組織もより狭いのごp 会体とし匂て不材はより j!;J ムである。 道管の配列が放射方向lζ 長く速なり，ま

た放射み|向へω俊合の似もいので(アカテツ科の特徴であるが，その I[)でも段も汗しいものであるL

)1 常に特徴i什である υ

HJ J 主 !付袋?ベニ γ ， '1活 H~}J九約.1.:: ルデ{ン夕、なとに月j し、ら才l

22 アンベロイ (1，\1:本茶\-:; 29) 

Pterocymbút1日 beccμrii K. SCH1JM. Sterculiac伺巴(アオキリ科)

rlJ 場名 アンベロイ ο 現地名 olume, kasiaη， gidigid , kusisi, gunkiar九 tembo， τoko， !obo, badok, 

din , gongkiar , bancm, seeo，呂田beroi ， sihu, wisawis ニューギ百二ア地域から輸入される淡色で経軟な

/ド判の代表 íi'Jなものの つであると ア ωためアンベロイという名が，二二L ーギニア地域から輸入される斗

討のうちで淡色かつ軽軟で， JDLQ の和1な木材のグノレープに女、jする名のように考えられているととがあるが

適当ではない。なお?かつて同属のものでチャンタピアン (P. tinctorÌltm) と呼ばれる木材がカンボジア
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から輸入されたととがあった。

分 イ'1]， En }也 !品としては;法，fEアジアからユューキ、ニアを経てフィジィに分布している。この種はニ

ューギニア，ニュブリテン，プーゲ、ンビノレなどに分布する。

肌回 lま和lで，木理はほぼ通直である。リップルマーク(放射組織以外の要素による〉が著しい。また，

しばしば傷害細胞間道をもっ，放射組織が大きく，剥l支した丸太の材面でも注;ますれば紡錘形の綿織とし

て認められる。心材と辺材の色制差はほとんどなく，白色ないし淡黄白色である。脅さ互簡の害をうけやす

いので注意すべきである。

同科の Stercu/ia の木村は非常によく似ているので，ルーペだりでは区別し難い ζ とが多い。

用 j会 芯材，浮木，粕，マッチ柏木，木J札合板ョその他軽軟な木材の必要な用途lと用いられる 0

23. セルチス(原子1三番号 30)

Celtis kajewskii MERR. & PERRY Ulmaceae (ニレ科)

市場名 とくに知られていないようである。したがって，むしろ属名のセルチスを用いた方が便利であ

ろう c

分 布，産 地属としては主に北半球の温帯jヨよぴ熱帯 l乙分布し，世界には約 50 ì逗あるいは約 70 種

あるともいわれている。この樹種ばニューギ、ニア，ゾロモンなどに分布する。

属%からもわかるように，わが国 iとも序するエノキのま況である。ただp エノキの場合lこは潔fL材である

ので年輪がIYj らかであるが， 熱帯感の Celtis 腐の木材は散孔材であるのでp そのことを意識して木材を

見なし. )と識別することはむずかしい。意識して見ると材 rmは部分的にはかなりエノキを忍わせるところが

ある c このニューギニア地域のセノレチスの木村は，その比fliによってやや重硬なものと軽軟なものの 2 つ

のグループに分けられている c 現地の林政研究センターによると， ζ の樹程はより比設の低いライトセノレ

チスの中 lこ含まれている。

心材と辺材の色illSj先手はやや認められる程度である。前者は黄色~黄褐色を示し後者は白色をノがす。木J)jI

は交錯するものが多い。肌目はやや粗ないしやや精である。ご青変菌の害をうける。

用 途 最近わが留の市場l乙 I:H るようになったために，とくに知られてはいない。建築用材，造作f;! , 

合板用材，さらにテニスのラケットなども現地で知られている。

1. 2 1=共試木および{共試材

中里子達夫@唐沢仁志

昭ね 50 年 3 刀， ニュープリテン島9 オープンベイ地区の伐係1Jð場から， 供試木として 24 樹被 (30 í間

体〉を選び，伐倒した。{共試樹Z震のうち， レッドブラウンターミナリア e カメレレ，タウンの 3 +封極につ

いてはそれぞれ 3 A~の供試本を採取した。伐州úi丸樹jふ t2 ド高9 松長りの l~iJ さを測定したのち p 根張り

の上から顕著な欠点を避けて材長 9mの供試材を造材した。供試材は木口割れを調査したのち，河本 Lllirl

lこ|汚潟剤を塗布し， 船積みした。供試材が林試lζ到着したのは同年生月末であり， J塁機期間は約 40 日を

要した。主主材樹程および供試オミp 供i武村の形状を Table 1 !こ示す。供試材の付蕊は合計 75.07 mS であ

る。

なお，供試材は試験項目べつに使用区分をきめて五切りし (Fig. 1) 各試験に供したが，その際の各供

式材の木口断面を Photo. 1 (こ示すo

Table 1 によると p スポンジアス(1)の木口割れは造材直後かなり大きかったがs 林試到着後製材前
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Anacardiaceae Spondias dulcis 

Apocynaceae Alstonia scholaris 

Burseraceae CanariU1押 indicurn

Combτetac巴ae i Terminalia calamansanai 

Terminalia solomonensis 

供試本おJ:び

Sample trees 

T旦ble 1. 

ベノ
~l 般f伝兵戸名科

Common name Scienti五c nam日Family naπle 

〆/

エリ 7

クワンドン

7 ラス

カロブィノレム

マソイア

クイラ

タイゾックス

アンチアリス

アノレトカルプス

カメレレ

11 

!f 11 

Datiscac巴ae Oct側eles s，抑制trana

Elaeocarpace企e Elaeocar仰s sPhaericus 

Flacourtiaceae Homalium foetidum 

Gut出erae I Cal砂防llum 附加18

Lauraceae i CrYlうtocarya massoy 

Legminosae lnt抑 bijuga

Meliaceae Dysoxylum gaud祥haudianum 

Morac回巴 I Antiaris ωxicaria 

Artocarpus incisus 

Eucalyptus deglu戸ta

/ノ

1/ 

ム
一
ブ
→
J
γ

‘1 J
ノ一

J
γ

グ
タ
ブ
ウ
一
日
戸

オウ
ラ
工
事

〆/

Syzygiu丹1 sp. 

A目的oceρha!us cadamba 

Elゾodia elleryana 

Pometia 1うinnata

ノ/

恥1yrtaceae

11 

Rubiaceae 

Rutaceae 

Sapindac四日

ノ/

It 

11 

DA : 根限り上のI自(手 (cm) ， ])B 校下直径 (cm) ，

木 111予

PO持letia sp 

Palaquium erythrosper狩lum

/1 i Planchonella thyrsoidea 

Sterculiaceae i Pterocymbium beccarii 
Ulmaceae I Celtis kajewskii 

it) 1) 前11 りは次式により示す。 (DA-.DR)!L

L: DA~DB 間の長さ (m)

心 強りは最大矢高で示す。

3> 儒心は次式により示す Jr/D Jr: ノドíJ cþJI~'から髄までの距離， [) 

4) 木口割れは両木口I向。の最大相で示す。

日) (一) :ま辺。心材界不明

ノマラーギュウム

プランチヲネラ

アンベロイ

セルヲス

I1 

Sapotacea巴

fノ
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No. 1 スポンジアス No.2 アノレストニア
sþo月dias dulcis (An旦cardiaceae)
幅広い辺材 Showing wide sapwood 

No.3 カナ 1) ウム

Ca弛ari世間切dic担制 (Burs巴raceae)

明広い辺，j:;j Showíu宮前ride sapwood 

Alstonia scholaris (Apocynaceae) 
不核問rIffi，著しい育変，多数の手L跡。

Showing irregular cross section blue stained 
with latex traces 

NO.4 イエローターミナリア
Terminalia calamansanai (Combretaceae) 

かなり偏心，偽心

Showing eccentricity of pith and false hεartwood. 

Photo. 1 供試材の木 LJ 断面

Cross s巴ction of sample log 



ノ~ ~l -(二 F ギニア H C!)!Jn]がJ f!U:[ (第 111D (米ィ;IjJlJ，fM 似tJl 究班) - 43 

1'¥0. ~ レソドブラウンターミナ 1)γ

Terminalia so{omonensis (Combretaceae) 

トJo. 7 レット、ブラウンタ F ミナリア

Terr.問問liα sololllOnensis (Combretaceae) 

No. (j レッドブラウンターミナリア

7、érminalia solomo;z e日sis (Combretaceae) 

。ctomeles sumatrana (Datiscac巴ae)
û;しサ民1J心似 Showing wicle brittlehearl 

PhOl�. 1 (って) ,\) (Continu巴d)



- 44 ー 休業試験埠!日f究報告 立I292 ~j-

No.9 クワンドン
Elaeocarpus sρhaericus (Elaeocarpaceac) 

辺 III J~\材料不明iほ，著しし、青変
Showing indistinct heartwood and sevetely 
blue stained surface , 

NO,l1 カロフィ Jレム

Calophyl!即時 vexans (Guttiferae) 

広い脆心材 Showing wide brittleheart 

No , 10 '7ラス
Homaliu附 foetidum (Fl乱courtiaceae)

心;切れ 1 ，(t~! 心、

Showing heart check and fal同 heart 号

No. 12 '7ソイア
Cryptocarya massoy (Lauraceae) 

i立@心材界、コドIYl僚，著しい育ilt
Showing indistinct heartwood and severely 
blue stained surface , 

Photo , 1 (つべき) (Continued) 



バ/つご~ーギ

No. 13 クイラ
lntsia bijzるga (Lc包mÍnosa<吋

)l~、白川 Showing hεart chcck 

No. 15 アンチアリス

A ntiaris toxicω'W 仁Morace:乱ピ)
辺@心材界不11)][札予号変

Showing indistinct heartwood aml severely 
blue stainεd surfacc 

No. 14 ダィゾァクス
刀lySOX)印附 gaudichaudianum (Meliaceae) 

Showing f alse heartwood. 

No. 16 アルトカ Jレプス

Artocar戸us inciロィ (Morac巴a巴)
!)ふ、脆心付 Showing wide brittleheart. 

Pho1.o, 1 (，勺)さ) (Conlinued) 
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No. 17 カメレレ No. 18 カメレレ
Eucaly戸t削 deglゆta (Myrtaceae) Eucaly戸tus degluρla (Myrtac巴ae)

No. 19 カメレレ NO.20 ウ 1 ーターガム
Eucaly.戸tus deglujうta (Myrtacea巴〕 Syzygium sp. (Myrtace配)

ノJ\ さい刻れ Showing numerous fine checks. 的広い辺tél' Showing wide sapwood. 

Photo , 1 (つづき) (Continued) 



/，ソアニ~ム .--v ニア l':-j O)!./LI.I'，(1'

No , 21 ラブラ

Anthoce戸halus cadarnba (RulJiaceae) 
よよL e 心材界不明~~'(

Showing indistincl hearl wood. 

No， 23 タウン

Pornetia 戸innata (Sapindaceac) 

ヴ
4

A

斗A

No , 22 エボジア

Evodia elleryana (Rutaceae) 
!よい脆心材 Showing wide britlleheart. 

トTo. 24 タウン

Pometia ρinnatα(Sa pindaceae) 
心;I;:IJれ Showing heart check. 

Photo, 1 (つづき) (Col1tinued) 



48 体業試験場研究報告ト 第 292

No. 25 タウン
Pometia が托nata (Sapindaceae) 
樹心部の腐朽 Showing heart rot. 

No.27 ノぞラキュウム

No. 26 タウン
Pometia sp. (Sapindaceae) 

No .28 プランチョホラ
Palaquium erythrosρermum (Sapotacca巴) Planchonella thyrsoidea (Sapotace乱日〕

若しい青?2，心割れ
Showing b�e stained surface and heart checks ‘ 

Photo. 1 (つづき) (Continued) 



パノ~ニュ ー十一 γ 付 C;i) }JII [(I'J性従(;わ 111D (木村j 片 j 持り!プ~.. ,19 

No. 29 T ンベロイ

Pterocymbiu附 beccarii (StercuIi ace乱己〕
辺 a 心十:.j W~く IIJ I!札者しい汚変

Showing indistinct heartwood and severely 
blue slained surface. 

No. 30 セノレチス

Celtis 如jωskii (Ulmac出c)
、;号付 Showing heart check. 

γhoto. 1 (つつ) (Continuれ1)

l'hoto. 2 スポンジアスの木 Ili川れ({，かり 2 洛 1 1)

Endsplit of S戸ondias ('1'ho seco日ぐ1 !og from right). 
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2咽ひき材加工

2. 1 鋸断性

小田千代治・山口喜弥太

十!?Jのこによるひき付時の所要動力，ひき的り p ひき肌，主としてけばω発Lし程度与を j去り速度ごとピ検討

した。

( 1 ) 試験方法

1) 供試材料

Fig.2 (a) のように丸太から木取りした長さ 2mの盤(斜線 :\i)) をさらに111 さそ 2 等分し， Fi必 2 (b) 

のようにひき材した。 1 凹のj長山し長は反j字が約 5mm(ζなるように設定した。またひき材のj並行 iことも

ない，のこ歯が序二耗ずることを念頭において，いすれの条件においてもその影響がなるべくは等になるよ

うに，ひき材11原j予を制した。なお 1 @í体同一条件でのひき村は 21 ， ilであった。

2) 使用のこ

試験に立l つては 1 歯飛びごとにステライト母出お (tU: ')て有効歯数は全掬の 1/2 となる)した!享さ1. 06 

lum，隔 121.~124 mm のほぼ I"Jー状態に仕上げた刊のこ奇 3 扮準備し p 全悩休を 6 段階のJ主り述皮で一

通り切再IJ したのちふたたびあさり 11"，しして使用した。のこ幽り札上げ状態はすくい灼 25' ， "1立j端的 45 0 ~ 

直 i白 lOmm ， ピッチ 32mm ， '1と J与あさり !pffi 1 ，臼Oへ1.日自立:1 111 とあった。

3) 使用機械

自動送材卒付帯のこ燃でのこ半径1， 050 DHYl， ω こ!判記 112 mm，のこ中一 1，'同ぬ 570 rpm , v:とってのこ

速度 1 ， 880 m/min，使用モータ- 30 IP であろ。

4) 送 1) 速度

犯逮11詰段変iii機を用い送り速度は約 7， 14, 21 , 26 , 32, 37 mjmin の 6 段階とした。 i.:t寸て 1 !~ii り

の切込み量は 0.24， 0.47, 0.73 , 0.89 , 1. 09, 1. 26 mm の 6 泊りとなったじ

(a) 1沢喜J\千干の木耳又')

Cc 円verflng log Into ~Iank 

単位 :mm

0: 丸太の外制IJ ~~i~:)から採った盤
I : :丸太の内側郎泊λ ら採った盤

Fig. 2 

約 5庁mi杭昼、!

About 5mm I Board thickne日)

(b) ひき村万;己

Method 0+ 5創Ilng

Plank taken from outside portion of log. 
Plank taken from inner portion of log 

供試 t1

Test plank. 
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(a)οctometes sumatrana (自)

-h 1. ---

法毛 Grade numbel 
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(� tside plank) 

Photo. 3 送りよ生皮によるけばだちの変化

Wool1y 01" fm:zy fiber on surface occurred in sawi日g.
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ぷi 

l 

2 

よ

1 

(b) Pometia 戸innata (25) 

十卒業試験場研究報台 第 292

※ Grade number 

3 

4 

D 

(InsicJe plank) 

2 

2 

2 

(Outside plank) 

Ph�o. :3 (つづき) (じontinued)
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hリパアア二」ードニア材の加rUìj性質(第 Hせ) (未利用出 f~l研究班)

よろり法度と I!Jr袋更}J )JO)関係式 Yーαx 十 b における α， b 0) イ|宣

Value of a and b in the formula Y ~ぷ aX ト b ，

Y: Net power required (k羽T) ， X: Feed speed (m'min) 
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スポンジアス

Spond�s dulcis 

:r )レストニア
A.lstonia sch且弘行s

カナリウム

Caηαγzu閉口zdicum

イエローターミ jーリア

Teγminalia cal日γ閥抗告即zaz

レッドブラウンターミナリア

Teγ椀znαliα 5010間onensis

エリ γ

Octomeles sumαtra:れ4

クワンドン

Elaeocar抑s sPhaeγも cus

マラ 7、

Homαliu:椛 foetidum

力ロフベ )v ム

Calo，骨hyllum 型Q耳目悦S

7 ソ-1 T 

Cγyptocaγ?乱世企assoy

クイラ

Inlsia iJ ij祉tga

ダベゾサヴ 7、

Dysoxylum gα'udichα'udi日孔乱悦

アンチアリス

A祝tìαris toxicaria 

アルトカ jレプス

Aγtoca:γ初~S i抗CZ .'iUS

休業試験場úJfj\é，十~ lJi' {;� 292 日

Table 3. j去り速度とけば立ら

Relationship among f巴ed sp巴巴d， maximum value of 

I ぎり速度， tJJ 込量
|ポ木茶号 I 容の till'ゐ 一一一一一一I .''''.'/ 7 m!min 14 m!min 

(0.24 mm) (0.47 mm) 
Log I Symbol I 立一一ひ巾 'J It ぱ |ぴき函り

! n+ ~ln~' ， I Wool!y Me- Woolly I Me-
m巾r iof planklor fuzzy むldering 0了 ft悶y!;耐r巾in

(川111m叫〉 芯幻仰r悶:a叩in (印m亙回

12 
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O. 
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。固 4

1.5 
O. ;) 

35 

O. 己
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O. 7 O. '7 
3 , 0 ノノ :, 
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およびび芳 111I りの関係

wandcr and woolly or fuzzyιrain in sawing 

Feed speed , Depth of bite per tooth 

21 m!min :26m片nlI1
(0 , 7:, mm) 89 mm) 

けば|ひき 1111;) I 17 Lf ひき 1111/)
W oolly I Me- W oolly Me-
or fuzzy , a日正lering 01" fuzzy : and巴rm区
~r:_ain ! (ロlt下) grain I (mm) 

2 , 0 J , " 

lコー 5
.1.0υ 

コに

~ - ~) 

ハ「プ
い k

0 , 6 ') 

1 ，つ|

o 
ﾜ. 7 9 ノ 三三 2も

つノ， Vに 。 o 

3 , 0 ヌ 、

0 , 8 Uハ. (J 2 , 9 、;';''(

>.5 4 o 

1.0 '. , j o 
"、.. 2, 6 1. I ::2' 

1 0 ) iコ よl 司仏iー J巴 . 子リ、

2 , 0 3.5 IL 
0 , 6 0.8 0.8 �.O 

、

4, 0 

3. 5 Ij :j ~. ;) 
() 7 ハ、. ア 0 , ? 7 

、

2 ，手 :'_ 5 lJ 

1 0 
0 , 7 1 “ につJ (コ司ヲ ノ、

1.0 :2 , 0 

2 , 0 3.0 
0.5 1.8 

2 0 2.5 

4 , 0 4切己 4.5 
O. S 。舎 8 1 , 0 :;>37 

4.0 It. S o 

3.0 o 4 , 0 
u、， J亡 0 , 7 >37 

3.5 4. 4.0 
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Table 3. (つづき) (Continuεd) 

有品 種

Species 

カメレレ

Eucalyptus deglupta 

/ノ

" 

ウォーターガム

Syzygium sp. 

ラフラ

Anthoceρhalus cadamba 

ヱボジア

Evodia elleryana 

与勺 γ

P帥混在'fia pin叫ata

" 

11 

タウン

Pometia sp 

ノ f ラキュウム

Palaquium erythrospermum 

フランチョネラ

Plancho附lla thyrsoidea 

アンベロイ

Pteroり附bium beccarii 

セルチス

Celtis kajewskii 

注) 1) 丸太の内組Ij部から採った盤

2) 丸太の外担11部から採った皇室

休業試験場研究報告第 292 号

11泉水落号

20 

iきり速度，切込長
盤の積主両 日… '., -~~ I_~_~_- 一一一

1 m/min 14 m/min 
(0 , 24 mm) (0.47 mm) 

Symbol 1 可ぽ了[þ;き，-Iffi-Cf' --Tf-Ti' ナ1:) ii 出j!)
i W oolly ! Me- W oolly Me-

) f p l a n k o r f u z z y l a n k r i 時 I or fuzzy ; and 巴ri出巾m日1
何…vη;い竹 (mm、 grain (mm) 

O. 

0 , 4 

2 0 
0 , 5 

o 

5 

7. 。

?O  

O. ,) 

。白 6

0 , 4 

のひき曲り1. 5mm 以内での最大送り速度
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Maximum 
feed S]JEきそうd

(m/min) 

、ハ「

コ J

C� 1 (オ(:ifli rrJ iす汀究机)

サ

ノ℃ソ}アニ 7 一十、二アヤオの )/U!

Feむd speed守 Depth of bite Iコ巴r to()th 

。Ü. 73 mm) 

l'J U: 乙\汽 l :r l り
Woolly i Me 
引r fuzzy 乱ndering
grain (mm) 

~， η 

"，。
υ 

~ 
'J ， ζ〉0 , ) ()‘も

q O. 日

ワハ
リーノ

ノ i
i_). l' 

o 

26 

0.9 

;j cl 
J 向ノ

つ 1

4. 

1 ひ

~.C 

υι/ 

ツ

ソベ

フ仁

ひ

ゾーロ

~. g 

1.2 

フ、
〉

〆

/ 

3 目 5
1 

ヌ

1, () i 

s 
2.() 

c._;_ 

fと。

9 

〕ア

rノ. ,r) 

L5 

1, t.; 

1, 0 

2 仁、

, " 

l z C 

6 

C り

ハ r

ぅ、

F、 f

〉、〉

~) 

1.つ u
8 7 

l 唱。 o

Notes) 1) 1: P!ank taken at inside portioIl of log. 

2) 0: Plank taken at outside portion o[ log 

駘) Maximum feed speed 3 Jljllicablθwith 1 , 5 mm or less wander 

じ(;

/
 

)
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f 円
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の ひき材所要動力の測定

ひき科目寺の 1[1派所要動力の測定[ま Y 主!の 3 村 J川デジ但 jレ ACパワーメータを使間したのこ ω場f?っき付

l ドー定時iijl 々隔でデジタ/レプ 1) ンターに記録された動J:J1直の、[よと]他から， !Rli 負荷時のÍi止を乏し 01 いたもの

ぞIト n来所安部j力とした ν

6) ひき Illl りのみ];じ

Fig. 2 (b) のように p手さ約 74mm の 2 枚の継与を'1tねてひき村した後， ひき利されて残っ 7こ司似のひ

き材向をつき合せた似合p 少しでもひき的りがあればどとかにすきまぞ!j_ずる c そ ζ での最大すさまを

1!10rnm 精度の広大治で測定 I~ ，その憾の 1/2 をとじた。

7) (;[\'7:ちの発生科皮

|勾阪でひき村 Ini乏のうす板について樹手取の特性，のこ備の繊維切断心不!分によってIH" ると〆与えら l'

る綿毛状あるし刈土ささくれ状のけ (i' \j ちの花引程度を Mi察し Photo白 3 {三示すような )Tl i'怪で 5 ランク!こば

分した行

(2 ) 試験結果

1) ロ]ト~IJH与の所i~動)]

ひき Illliî 148 mm，村長 2m の材をひ今村した場合消費するïE味)肝要動力はj去り速度の糟加につれて，

比例的 lと増加すろ、送 !J 速j支， X (m!min) と白球所要動力， Y(kW) の間には一定の関係式が成立する

ものと考えられ弓 n とれを Y=aXム b の単[門|帰式で潔いた場合の係数 a ， b の(~[ヲおよびjぎり述j支部 m'

min のときの)~測所要動力を Tablc 2 Iと示した。これらの結果を(間休丹Ijにみると，上七 j早大なイ肉体lヂIJ えば

マラス(10) ， 夕、イゾックス(14) ， タウン (24 ， 25) は a (/) 11直ならびに区険所要動力も村長めて大となヲ

た。ただしレ y ドブラウンターミブリア (7) ， クワンドン(ののように比走が比較的小さい部郊のもの

でも日1î~:!ìJJカの大きなものもあった。とれらの「肉体(側磁〕は後述するけば立ちの充生状態の試験結果で

:土1 甘すに大きな対lffiPこ入っているととより 7与えて，このことが所要到カピ影響したと旬、われる?

2) ひき rll] りおよび最大送り速度

1 [IO[ のひき付ごとの最大ひき的り i去をさり!こ斗dLJ し Table 3 !と示したぺ また l月表におけ 23 設大ひう ÙÜ

りか1 が L5mm をこえない最大のj 去り速度を求め同友の投手7 らんに示したο この最 jてj主速度;土 JiJr要動

)J())大きい IMT軍ほどノトさくなる傾向があ;sが，ヱリ (8) ばその所要動力の割合!と対 LJ ヒF支店'J ノドさい{:立

を示したっ

3) !r ば立ちの先生松!支

けば立ちの発ヨ程度を Photo. :i のようにらランク í~ げし， その平均値を Tablc 3 t三示し fこ。これら

の結果によればいずれの個体(樹種)も送り速度(切込最〕が増加するにともないけば立らは大となる。

Fig. 2 (b) 1 C5示したように切門IJ ):Ir犱 (土内 íJ\l1tJ ， 外側材 lとより木表から主"-Î誌はその反対にしたが~ ~"-fii) 

例外はあったがけば立ちの発生は内組IIJ;I:，1が外側材に比べて若[大きいようである。また個体〔樹程〉によ

る違いは比重の大きいものは比較的けば立ちが小となったがタウン (2ののようなVIJ外もあった。反対に

地震のノトざい倒li1î.は慨してけば立ちの ')6~-ヒは大であった。特lζ エリマ (8 )，マソイア (12) ， アンチアリ

ス (15) ，アルトカノレプス(16) ，エボジア (22) などは小さいjぎり速度の領域でもけば立ちが著しく大で

あった。なお例外としてアノレストニア (2) 。 レッドプラウツターごブ 1) ア (6λ ラブラ (21) ， アンベ

白イ (29) は l主主主のノトざし、わりにその発位程度は小さかった c
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以上のあIj ~!:を要約すると次のとおりであるの i) 切首IJ時の正味所要動力はi去り速度の増)JIIにともない比

例(i"J Iと増加す芯。また比重ともほぼ比例関係にあるが…什i例外としてレッドブラウンターミナリア(7)，

クワンドン( 9 )のようなものがある。これらの例外の!京閃ばけば立らの禿!~ によるものと思われろ c

lt阜のたきい附極ほど辺 'J j去肢の増加につれてひき卜111 f) の値は急増した c ただし例外としてレッド
\
hノ
J

・

1
・

1

工リマ (8 入クワンドン( 9) のように比掃の小さい樹種でも InJ織の傾向プラウンターミづ 1) ア (7) , 

をノ)、すものがあった υ

けば.，';ろの JC(上(ま送り速度と比例i して jt 吉くなるが， 一般にJ土京ノJ\なる品H41 ほどけばSr. ちはたで，iii ) 

しかも一部ι叫&1 係は必)主!";[ノいさい日(j域でも弘ú1Iíl直 l どうかと );Ilわれるような許しいけばiL ちを示し

ナA

ひき材乾燥性2. 2 

佐藤Li:一・鷲JiI，防火

び号外の此'i{j~什について次の 2 ユ久 LI の l試験を尖施した。

乾燥スケジーι ー Jレ jjjjとのための急j~{乾燥試験(lOOúCμ験〉乱)

前J長で推定した乾燥スケジ工ーノレによる樹積丹IJの乾燥試験 (Î立燥スウジ t ール試験)b) 

試験 1JH、)
 

-
/
{
、
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，式検付1) 

これをだらコきして心H 板[cj，呼応i イ\ーから長さ約 1m の付を;五五u りし Fりも ιl\出村ーは 24 悩 fili 30 悩イみで 9

制 10cm，長ぢ柾 11 の試験t~ を採取したっこれら長， a) 100'C 試験については，板 lヲ村を厚:さ 2.0cm ，
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また b) 乾燥スケジューノレ i試験では，20cm I と，

N: さ 60I!I両 20 cm , 

C111 (})、JiLにそれぞれイl: 1 げた c

1浸け，柾剖十j を障さ 2.7 C111 , 

試験村の表 Ifll および側凶1は J レ h ナ F がけし，

b) については本 [1 耐を銀ニスによりコーティン

l 肝告パ lc
lω弘 、、;.j ヲ犬t 旨￡乙ι叫く之 lド1: ，ιL 

クした。

竹
山
ー、

、
，
ノ

L
υ
 

a) 100ιC ，式l換には lH;-jl日の定iJjll乾燥ih

i同Jr;ÿ， スケジコール試験lとは， 1.&lj 史郎iß1cTr 90 cm , 

ι ふ

さ 70cm の電気式向動iiA侃度ID，';j節式1.F. ~~'l 試験

法[丘主用いた c なお， fl]i1).去は約 1 m/sec であるの

測定方法3) 

板岡本~を生から 100'C の1000C 試験はラa) 
2 

乾燥器で急速乾燥し，そのi療にあらわれる初期制

40 50 
合 y比率('10) 

Mois ture coηte円 t (';ω 

Fig. 3 合点本と JR程度条件

Changing pattern of dry-bulb temperature 
and wεt輔bulb depressi口n

80 20 。

れの最大11(( と，乾燥終了時の I)~ )'取引lれ，および断

Il司の変形(溶ち iるみ)を測定し 3 それらの社~ í認の

根度から 2.7 cm )享材 lこ対する乾燥条件を出:定し

率 196 までの車it燥時間，全乾までの収縮率もおli)主

なお，とこでは乾燥終了 Ilc'i のねじれ，合、;]<-:-..,.. 2) 
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Table 4. 100cC の

()uick dryi立g

品
川
悦

F直 :名
j京木書号

Log 
Speci五c
gravity 

number I (oven凶dry)

0.45 1 豊富 2 島

~C~"O. 46 ]ヲ呂r~ .200 1-~2 7c~.8 

0.31 120 2 3 

118r~ 12.2 l~;:; 2~4 

0.55 自7 3 ヰ

0.55 96へ 97 3へ 3 4r..5 

0.58 64 島 2 

63r .65 

79 

Species 

スポンジアス

S)うO叩dias dulcis 

Alsfo削ia scholaris 

Ca悶arium indicum 

イエローターミナリア

Teγ悦inalia cala制且世sa世αt

レッドブラウンターミナリア

Terminαl:a 5010酷one附is

/ノ

11 

エ てF

Octomeles sumatγa坑品
日

クワンドン

Elaeoca;γ炉時 E争，haeγlCUS

カロフィ Jレム

Calo戸hyllum vexa幻S

54 

53〆，--， 55 l~"l 

7 ラス

五[omalium foetidum 

88 3 

3....3 

マソイア

Cryptocarya massoy 

2 

ク イ ブ

lntsia bij乱jミα

ダイゾックス 3 

3~3 ]-v2 

つUJT
3 

了ソチアリス

Anfíαγis toxicaria 

アノレトカルプス

Aγtoca ，τþus incisus 

カメレレ | 

Eucalyptus deglu�ta 8~8 
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急速乾燥

at lOODC 

2 

6. (，〆- ,ó ? 

6.1 

J- 〆 1 9. .6.:! 

6.3 

1 _.[ 5 守て

2 

戸? , ワ一 . 口一

自 2

4.5 

5.1 

，~ 9--，-'!-;亀 3

4.3 

9. ノペ .6

5.3 

3. 自

5.5 

1 - 日 .9...9.0 i 6 

5.5 6.1 

l へ l 。. ，3~_， 5. l! 5 宥 5..-6. 6 

3.4 

3. ~) 

。

2 ，自

j (Y (l 

2.2 

。，、，:)切り

i 号づ?主 従?と乾燥条イい〉
Estimated drying condition 

14, 3 

(C') 

ふιo

4.7 

5 

2.5 

2.5¥J2.5 

日 I

87 

7自
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Table 4. (つづき) (Continu巴d)

ラブラ

A札:thoceむhalus cad加悦ba

特? 1平一 名
j原水落寸

Sp巴Cles
Log 

number 

カメレレ
18 

7.~7 

5 

6"J7 

E 

Syzygium sp. 

エボジア

Evodia elleγya抗乱
?2 

タ ウ ン
;;,3 

Pometia 1うZ河問。ta

11 24 

11 

タウ

Pometia sp 

ン

4.~4 

ノ f ラニトュウム

Palaquí附n erythros�ermum 
27 

0.41 

O. 41~0.11 3~j3 

28 
1.l.42 

Pteγocymbiu昨z beccarii 
29 

セルチス

Celtis ka jewskiz 

0.30戸 .0.31

日 .64

5~5 1~刃

i]) 1)欠点のれl度は初期出lれ，断百の変形は 1 ~8 ，内部市lれ 1;;:1~ι までの脳的と L，数字の大きなものほ

ど，おのおのの欠点が大きいことを示す0

2) 紘燥条件は 2.7 cm )'1*寸HJ ， ;，式〕件数回 3



パツアニ斗 ギニア村ωÎJl IU向性質 0\1 ，1取) (求不IJ 片]制約 ú)! 火山) -63 

推定乾燥条約釦
Estim旦tcd drying condit卲n 

(C0
) 

I)~ 部割h
H口ney­

comb 

Twist ;1:_'刻、y~~ll 皮
Final 

D回目. T. 

2.8 73 3 

(mm) 

15 , 8 11.5 29.5 

1;;. つ'， .16 目 !i ! 1. 1 .ひ 12 り|之9.0..30.01 t> ノム 8 ?.:J v/:3 

3.1 74 

-J 1
+
 

4.3. ，ノ6.5 85~~"/95 

2 3.0 79 

:3.0.-"3.0 日()

76 

73へ 17

71 

1 へ .1 54 ,,-,54 3 ， 6.-~4 ， 8 80~ ノ80

5 自 83 

30.0-.-32. () 5S~58 己3'，.83

自 1 8.3 57 83 
。fへ() 18.0へ.19.0 己日 83. ,[3 :3 

自 8 15.0 67 5.8 事2

13. O~16. () I 65.../0 o.5--'-J 6 緬 5 90へ -95

3.0 B3 

Notes) 1) As for drying defects , both initial check and deformation are graded into 8 steps (1 ~日) , 

and honeycomb is graded into 6 steps (1 ~6). Higher numbers mean severer defects 

2) Estimatεd drying conditions are applied for 2.7 cm thick lllmber. 

Nllmbcr of specimens : 3 
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T山le 5. 各信j穫の乾燥条件と乾燥時間および収縮率
R巴sults of drying schedule experiment 

樹 穏 名

Species 

カナ')
C側ariu;悦

イエローターミナリア
T併慨inalia cala;拙毘抗sa抗日i

レッドフラウンタ ミナワァ
Ter悦inalí品 solo;醜O叫蹴IS

エリ 7
Octo例eles sumat印刷

クワンドン
Elaeocarpus sphaeγicus 

マラス
Ho榔乱:li証明 fociidum

ロブィ JLノム

vexans 

マソペァ
Cγyptocaη自問自ssoy

イラ
bijuga 

ダベ、f 、フザス
Dysoxylum g証明dicha杭di日誌um

アンチアリス
Antiaris toxicar� 

アルトカノレ
Aγtocαγ'pus 

ノr

ウォーターガム
Syzygium sp. A 



パソアニ 1 ーギニア村の)J [l1I'I() '1'[ 到(第 1 執) (未利用品"1税問先ザo 65 ー

r
i
 

t
凡l

λy 
~ゴ

Specie~~ 

エボジア
Evodia elleryrma 

手マ}ソ

PO持letia þl11抗ata

手マj

Po持zelza Sp. 
ン

注)あ〈ば 1 j笥t[11こーコさ板[) ，託けれ日枚。

No1e) Number of test specimens is 2 flat grained. ~ edge grained pieces for each species 

1) FG: 抗日， EG: t正日
FG'o  'o .Flat'grain, EG "''oEdge.grain. 

2) ぷ必iL~は 5 0C，吃湿球iMJJ立iUまり!l{)C 計約して11 られたも 0) べ
Figures are rounded 10 50C interval for dry.bulb temperature and O.5"C interval for wet.bulb 

depression 

j) スポンジアス，ノレストニア n マソイア，アンチアリス p アノレトカノレプ内ス， ワォーターガム")ブテ，:r:

ボジア，アンベ口イは 100~lO%o

Based on drying time 
。 from 100 to 10% moisture content : 

Spondias(l) , Alsìonia(2) , Cryplocarya (l2) , Antiaris(lS) , Arlocarpus(16) , SyzygiumはIJ) , 
Anthocephalus(21) , Evodia(22) , Ptεrocymbium(2臼).

fJ 7 リウム， レ y ドブラウンターミナリア (7) ，ヱリ 7，カロフィノレム，ダイゾックス，刀メレレ (17 ，

lH , 19) ，パラキュウムプランチョネラ，セノレチスは80~1()}話。

o from RO 10 10% moisture content : 

CanariumGl), Terminalia(7) , üc!omeles(8) , Ca!ophyllum(ll) , Dysoxylum(14) , Eucalyptus(17予

18, 19) , Palaqu;um(27) , Planchone l1a(28) , Cellis(30). 

クソンドン喝クイラは7O~JO%o

。 from 70 to 10% moisture con!ent : 

Elaeocarpus(9) , Intsia(13) 
タウン (25) ri50~lO%o 

。 from 50 to 10% moisture content : 

Pometia (25). 

民りの樹J畳は 60~ 1()96 までの出|主治JO)l じなン]\ 9 。
。 from 60 to 10% moisture con!ent : 

Others 
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Drying process of Syzygium (20). 
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Fig. 5 タウン材の乾燥経過

Drying proc己SS of Pometia (24). 
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1呆日寺南



パプアー」々 ギニア材の 'Jil-[j(Jt生笠(箭 1 W) (未キIJ)別封 Hi IiJl究班〕 一品7 ,-

してし、ご〉 υ

b) 乾燥スケジ z ノレ試験/丸山項 l(]OCC 試験の結裂に必ついとj<TJ知Wíi.皮， Jjil; iliJ1ふ民度);_:':，末期制度

を定め，条刊を合ノドギの低 f!と応じて Fig. :3 のようピ変化させて乾燥を行った

すなわち， 1000じ試験で Jtbじ 3 れたれ附粧の乾燥条約 lこ刻し， 乾J)Ri限度は 50じきさみ? 乾;らよH~iil\l良三ー

は O. :JoC きざみに修jE ずる〉

乾球温度についてはフ合水率泊先から ê!;'_!~<.?十が 5%低下 J るととに ilu\ l皇:そら℃あげていき 2 後半，

i支 lニ芥悩を「品j絡して合;J(ギ 1596 で担j i九!皇:とする。 乾illl!J求ィIJ~J3t九三にず〉し、 -c ，，~， 合;J<J手が初期会ノドヰぷーのほ

ほ 2/:) !こ低下した IL'y点、から?!; ;J<.ネ 1596 ，'-'，つ !lt:O) {}ùl& ，;t が 30υじ oに WJ制度芯〉になる指紋Itlt1J止をグブソょ

に与え?こ 4 l(こ必づいて合;j(斗ぐら…1096 低卜\ヨるごとに温度主主:増大させる。

乾燥経刷工いは ;1' 11与問およびi，~A i:制度変化lI~r iこ重量測定なじい，合ノドキ〈減少経過去ょJ<.ló ，あわセて;切れの

鋭生きをねった。また.乾燥終(iJ:jlこ{よ 3 比L\市長十4 心以前(1 三十 3 ねじれを測定し， さらに I1 1央 /\1)去切断して I)~ùl;

刻れ ω 有!!!f，号 liltLυ起した c

なお悩， f1'(さ )jlílJω以判II~l'W)iljU;，己 1 ，;てついては， a) , b) 山 i淡とも試験村のj毛さの! tJ央位 i出ご nい J亨

さの場合，似目付では IE似は 1 !)リYr，枇 11 +~は 5 か)ji を訓.rJ定し， 11I出 )JlílJ はノギス OI'JB芝 1/20 111.rn) , はさ

Jn句はシ y ク才、スケゃージ 011][支 1/20 mm) を.)jjし、た。

(2 ) 試験結栄

1) 100cC ぷ滋

lOOOC の乾:t~t2;iで包tJ主 lζ乾燥じた際ω火}，!j、の.f'J.度，および推定 3 オ IJこ乾燥条{斗など奇 Table 4 :こノj、すむ

これらの結果から till[ m~rJ/:Iながら次のことが 1')1 らかにはったQ

a) 行j)~H切れ

'f;ljれのはなはだしい快[lM!í -?ラん i)くに乞IJ オ[<， 9'1，吋刊紙はイエロ俳ータ酌句ミナ 1) /, クイブ? ウズーター

ガム、タウン (23 025) ，セノレチスで(日;ω仲jギr!，は割引の危険が少なし\，

b) 断面白J変形(法ち込み)

断 [[11変形の生じやす v 川←\i f'E: ニス止、ノジアスラ 力メレレ(17 19) , ウォ F タ r ガ{欠tとタウン (23 ._ 

26) であるぐ

c) 内部おj オし

[付日1;吉村れの訟も 1 じやすい fl~d H はウォ タ「プJ ム，次 lとスポンジアス 2 カ j レレ (17)， タウン (24)

で ， 10， 0)枇極は危険がきわめて少ないしl

2) 乾燥スケジムー Jレぃ1\11食

実際の乾燥スケジュー j川州主にあたっては2 十}jjIJj合収率 ， il~1 iJiiÏJ支条件，乾燥時間などが近似していると

加われるものについては，それらを 2 :3 hjJ 積すーっ組み合わせて l 己，j- -条刊ーで試験したため， Table 4 の乾

燥条(斗の偵をまるめたものと多少異な)た条件で乾燥した州事Eがある。採用した乾燥条件(修正乾減条

件〉および乾燥Wfr:礼会収総本などを Table 5 ，こ;)吋 o Fig. 4, 5 iま乾燥経過の例である。

Table ;)の条何による乾燥スケジュー jレ試験において，さrJ il，落ち込みなどの出凶が L，乾以条件を

ある程度かえる必要があると三与えられる制泌は J ?):くω ょうっこある。

a) スポンゾアス

版本内 0)合7J<.率殺が大きい。乾燥による損{引ふ事長田 t~ に初期割れ(表面自!れ〕と溶ち込み，初日村 lこ



。
。

ハh
u 十本業試験場研究報告干 第 292 な

落ち込みが生じた。このため初以限度1 tbit度三?とも Table 5 の条件よりもゆるくする必要があろう。

b) マラス

1t亙のわりには水分移動の良い樹松であるが， 合本率 25% 以下ω低合水率でも割れの危険がある。そ

のため温度涯の聞き方を，合;J<率 209'6 どろまでゆるくする必要があろう。

c) カメレレ

この払}様はj京本 17c~19 とも別れの発生は認められなかったが， J京本 17 の私(日 H の l'誌さ }J向Jの収縮率

が予 18 ， 19 や他の出楼よりも大きな偵を示している。紅白付はいずれも樹心仰に落ち込みが生じた。その

ためとの樹閣については3 わj尽j温度を Tablc 5 より低い 450C 程度の混度lとする必要があろう。

d) ウォーターガム

版図，柾日村とも水分移動が極端j(ζ惑い私立係でヒ村から合;}J宇く 10% まで乾燥するのに p 似日付で約

50 !ヨ 9 乾燥のおそいhf.目付では 3 それ以 j の日数を要する。 またp 柾目材 lこ経ち込みが認められ， 乾燥

の極めて国対な樹様といえよう。そのため乾球温度を低くするととが望ましいがs そのさい乾燥時間はさ

らに延反する c

e) タウン

同信 J磁の 23 ， 25, 26 は乾燥に際し， 邦jれ i答ち込みの充とLはなく，比較的良好な(土}り状態であっ

たが， 24 の Jお合は，板け材(三初旬l ，!;IJtL (表出内!れ)と校 r~ 村 lと務ち込みがととじた。

そのため乾燥条刊としては，初期1Fl度 450C ， i日L度 2.00じが適当と氾われる。

以上予 1000C 試験から求めたjilli泥度条件を必 l乙 1 回の乾燥スケジコーJレ試験の結果を示したが， l�ﾍJ;冝S 

の a)~~c) ;Cri己した ïøJ砲以外は?損似iの発生は認められず Tabl日 5 ~こ示した治混度条件よりも強い条

件で乾燥でヨる l山j旨性があろうコむ ~1ö ) 試験した 24 粧 30 i自体の仁[1で最も乾燥浴易な船積は次のようで

ある。

ア jレストニア，レッドブラウンタ p ミナ 1) ア (5 ， 6) , ?ゾイア，ヱボジアョアンベ口イ，プランチ司ネラ。

2.3 回転飽切断i性

星通

[，，[転鈎による切削位として切削低jJCJ式駁と，刃先のァ:]命試験の 2 JJ( Ij について行った。

( 1 ) 試験方t!ミ

1) 試験材の木取りおよび乾燥

本項目の供試木として配分された 24 松)f去りO@I休)の版本を;cr さ 45 rnnl_ !とだらびき[~， 十分米;然乾

保してからヲ投i向ぷi皮切。C で 1:\'71<本 10% を!二i 般に人工吃燥した。

ジj削低抗試験片は， 切fJljj面が追いまさ(切削 im と I，r輸とのなす角度が 45土 20つとなるように作製しP

Fig. 6 1と示す縦切 ljiJ，横切削および木口切削用の 3 刺激の試験れをそれぞ?れ 2'~ 3 枚作ったレ ま fこ， I司

図 lこ示す位[泣から比重iJlU定用試験片 (36 mmX20 mmX50 mm) を作コた。

刃先の寿命試験材は， 前記のひき板を1[1話 40 mmxJFj[ さ 36 mmxB之さ L 00~1. 80 m iこ木取り， 切断j

面が追いまさで?著しい欠点のないものを延べ良さ 50 m 選んでp 長さ 50cm ごとに区分して切出面の引r

f町Ilとし 3 残りの試験材は刃先の摩耗をさせるためのものとした。同時に上己主主測定試験片 (36 mmX20 

mmX40mm) 吾作った。カメレレ(17) とアンベロイは原本の量が少なかったため試験を実施し

なかっ fこ O
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高従如月 II 1:i\ 月賞It
Longitudinal cut test piece 

*'ct刀月11 ~\照尺
Cross cut tes-r piece 

4黄土刀月ij E正男会片:
寸 ransverse c叫 t test plece 

合，-J!\'を j員lI ;:t 用 ßj\験比
Moisture content 十。st

Fig，品地'E~ ,! I 1 の )~ :U、

Tcst pi日ce ，

2) 試験料の訓J:_，ジ Jl; ij

UJ �'�lJ ]lUJL ，iJUI主 )11ーさj ぶび l五JHÆが 刈免ji は， 20"C , 関係ilnU玄 6590のご守合ノド'f~Uよ

9òを目標 lこ約 4 週間;品川11 L 吋 かぶJド[よ切削減検 ItnìíJ ，1 終了後;と許試験れから i写 5 mm，f主 r~ の試験日

をとり 3 会:乾i':!;T、求めた。比 '1' は níj~jl''o) ,]1.: ，\食Ji から ~W-J~t~終了、問と金乾 ~1今につしγc とめた。

刃先のラ句命[iA，\険料;ょ試験村に牛;取 J てから約 8 週間実験店内で z制限し jこれ I<i~/ドネ!立切ìJ IJ:i}，μ験終了 刻ζ

式験材 30 本:こっし、て f電気:ji\_<~ /Jく〉終日 1 をm し γ亡 iJtlJíとした。 比Ll=\は IÎij記のよヒ if(ìJiIJ)J一汗J;試験片から供試時十二つ

いて祝ノi した、

3) 測定方法

a) 切j'j叩Wcバ政

Fig ? I こ示す IJJ ì'íU lLUiL試験狭山〆壬 }lj い 2

:H正i;JJ 月 IJヲ横切日IJおよびぶ Ll liJJ i'ílJ試験を')

fこ c 切ì'ílJ条件 1ふ主附!~n ~~l、数 900 rprn，切削

flJ 56 (刃3ヒj:iJ 40勺，ナイフの↑~11 SKH 8, 

fT効刃1U. 欠セットのうち 1 枚(刃物は鈎IJH

lζ4 枚取り付けているが，実際の切削はその

内の l 枚の刃物で行なコた)。切削深さ 2 ， 4

Fig , 7 切河 I Jjl1，;JJ'C測定装 ìt~'

Block diagram of measuring apparatus 
of cutting force, 
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mnl , 1 刃あたりの送り;量;は 3.3 ， 4.4 , 5.5. 6.6 および 7.7mm の 5 条件である。切削試験は 3. 3c~7. 7 

mm までの 5 条件について 2 回繰り返して行なった。各条件ω t!j ]'J ú抵抗は 1 回につき 20 恨のトルクのピ

ーク{直を 2 [DI，計 40 個のトノレクのピーク値を、iλ均したQ

切削抵抗の指標は 1 刃あたりの送り量(f)と単位l隔あたりの切削抵抗 (P) の関係から求めた実験

式， P=a+bfn の定数民 b および n で表示した。また2 実用的な切)'jIJ抵抗値として I 刃あたりの送り

量 0.3cm のときの切削抵抗 (Po回 3) を求めた。

b) 刃先の寿命試験

自動 11国鈎盤を月j い刃物の同日品位置で同一一副議そをj主続的 lこ切削しながら p 切J 門ú村長 0， 200, 500. 800, 

1 ， 100 および 1 ， 500 m ごとに切削国語JZ111li用試験片を切削し，欠点切lJú TIii と無火点切削ITií (実用上支障のな

い程度の欠点は無欠点切)制面とした)に分け，欠点本(欠点切削函数÷評価用金切削百数X 100) を求め

た。刃先の寿命指標は欠点率 70% に透したときの切Uìjl]村長をグラフにより求めて表示した。切削条件は，

主軸凶転数 6 ， 180 rpm , 切削角 56 0 (刃先戸1 40 0
) , 切削円直径 130 江lm~ ナイブ ω材質 SKH3，有効刃

数 4 枚セットのうち l 枚s 切百IJ泌さ1. 0 mm , 1 刃あたりの送り量 3.0mm である。

ふl H 

SpecÎ巴S

スポンジアス

sþo托diαs dulcis 

Alstonia scholaris 

ウム
3 

i抗dic説世1

イエロー
ターミナリア 4 

Teγ棚i世alia
calam品位:sanaz

一一一一一一

レッドフラウン
ーとナリア

11 

(、

L 

T 

じ

L 

L 

Table 6. 切出IJ 抵 JJ'c

Cutting forc巴

ムU;!':..:.VH .at cutting dry ~C V~CCH"5i 

11. 2 

0.45 11. 6 
ハバ E、 n AQ  11. 2 

0.26 10.3 

0.26 0.29 12 園 I

0.65 

0.61 0.63 

CJ.61 0.65 

0.46 0.53 

0.46 0.53 

0.46 0.53 

。

0.20 

0.88 

ι03 

0.85 

。.43
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0.88 

もー

11 

vexa抗S
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Cり'}うtocαrya

制点550y

17 

ク プ
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Jntsia bijuga 

1. 28 1. ρベ〕

つ .37 1.00 

26.60 I 1.00 
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L

T
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1 00 
アンチアりス
Antiaris 1:1 

toxlcaγw 

0.60 

0.79 
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l. 00 
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1.01 
アルトカルアス
Aγtocaγ-pus 16 
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0.64 
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Table 6. (つづき) (Continued) 

Species 

樹碍

Syzygimn S]J. 
C 

L ll.jl ll.44 III 0 。.53 0.70 

T O. .11 。岨 44 Ill. ア O. 88 '.09 

C O. f;: 1 0.44 10.1 ll.74 5.36 

0.36 0.39 11. 5 0.80 :3.36 3.15 0.95 
エボジア

ヌ〉 T 。目 36 0.39 11. 8 0.77 1.22 
E匂odiα elle:γヲαna /、 円 qバ ハ勺Q 12 2 95 

タ ウ
J.~ 12.9 

ン

ヌ3 T 
i ~円 5に 5戸 D.60 13.6 i. 30 1. 00 

POγnetia むi叫nata r、 n ，之内 7.80 1. 00 1 46 

3 “ 35 

1, 23 

9~) 

2.10 

ノノ /.'1 U_ hh ()_ !U 14 () ;~~! Ub/  uu 1. 67 

16. J 9 

L 0.09 

26 T 0.59 

C 。喝 60

L 

27 

注) 1) L 縦切削 T: 横切削， C: 木 11 切目Ij， *:切目lJ 部主主

Notes) L : Longitudinal cutting, T : Transverse cutting, C : Cross cutting，キ。 Difficult to cuL 

2) P: 切自Ùf;1;jλ ， f: 1 刃あたりの送りも手

P: Cutting force , f: Feed per knife. 
3) po.3:f~O.3cmR寺のりJ 間iJ1氏

PO.3: Cutting force at f~().3c師事



71 ノずゾアヱ ~一平一ア付の !l}il__L:YJtf_ む〔江i 1 !/!}) (よ;f:iJ J 十! IM ，D'il}f';'乙刃u

工 1'11トヘJ己1-: f!l 
下山市d /1、(2 ) 

l;JJ jjl]jJHC;川会

(J)!刀九 IJ 抵抗 pf (c叩)と'j{{:>'r 'lií~.iit 切 nrJj 桃山門IJr;よび/仁 r I lJ]九 IJ における 1 f)あたりのたり

(kg; 

〈二(jjn:>1 の 111i 純式弓一刀:しト.C; p~τ a+ hJ叫にお縦r;JliI]ごは {7th': 30 a) 

やIJ 与三 Fig 8 (1) Iと示しノピ c

n~l となり!' ~a → hf U):r'J.一線ュ ~;:;:"i; 1>[:: ， ζ 日 i ス1)'川立たるb) 

())↑を Fi只 8 (2) Iこえしたっ

t11! I;JJ 内 IJ および，j([ l lJHiIJlii ]"U の党政:ょにおし「ご月二 l の前科式会/J-\ した
、

J、
<

OJ[!]j'jl]f;'u 1, Po 日 i :tJt唯 y，/.I ととも!と1台 !Jllt る関係がJ だ!fl ((j な 1 fJあたりの1去りCìl: 0, ,1 cr刊のと

みりü ，る均三，

、
y
i
i
J

1
 
(
 

セ八，チス (30) は Jr，.;註口 )'il;IJヲウン (23入i従切口Ij -C(立ラカ寸う') J_. (3) ヲ )J メ 1/ レ (17) ， (19) , 

I ~C1J し、It I色ぞミ I 犬タウ:/ (24) , (26) マラス (10) ，に PO ， 3 は 11\:，1，刈L日をノ; ~しノ，

1γ ，[、，、

ノJ 、ーノ ラ 。。一)関係 lと ~S いてノミラッ十山 {J) jJlj では， ，仁，[!)
 

珍
lE

1
 

タウン (24々イゾ '1 クス(14) ラケイラ( 1 日) , マラスはこく!こ jl~1 )仰を不しうノド 11!;)J í'í IJ さ J士ヲ

2fi) '<土百し 'llll /ý示した r

iii) 

刀 r ')つム (3)
Caηaημげ) iηdicurη 

市民対)声 '1
L口ng!t udina! cしl 十

No 1 , 
2 ' 
コ A

/\\/P 。

8.0 

c

o

 

c
D
/

斗

ピ
日
出
」

山
U
L
O
中

8-(1) 

08 

タウン (23)
Pom芭 tía

高従 m 同i[
Lon日 it しIdlnal 仁ut

。

し
え

一、、

U
ヘ
作
叫h
一
正
只
判

山
U

」
む
十
四
仁
一
ギ
コ

U

Feed per k 門!千 e (仁m)
1 メ)去っだ') d) lli ')豊: f 

ドi又， R 1 メjあ止りの VJ :;1 (f) 正切門1]祇抗の関係(P) 

l\',dation belwcen cuttin只 l (J rじと (P� and feed per knifι， (j), 
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Table 7. 刃先の寿命

Knife life 

?ラス

Homalium foetidum 

カロブイ Jレム

Cálophyllu持! Vexans 

7 ソイア

Cryptocarya massoy 

クイラ

lntsia bijuga 

制服名

Sp日cies

レッドブラウンターミ
ナリア

Teγ'minalia solomo乱立をlsis

エリ 7

Octomel伯 sumatγana

クワント、ン

Elaeocaγ争叫s s争haeγicus

ga也dichaudia耳目制

アンチアリス

Antiaris toxicaγiα 

アルトカ Jレプス

Aγtocarþ:杭s incisus 

カメレレ

包叫calyptus deglu争ta

0.4自 1 1. 5 

10. 31.~0. 42 9. 7~12. 
1 ， 5∞< + 

1 ， 5∞く イ

L

ー
し
で

17 
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Specics 

ん
げ
ん
い

沢
川
ド

γ
r
f
 

カメレ v

Eucα匂争t叫s degluptα 
18 

タウン

Pometia ρ川河ata

グ | メ() 十件 ill 

与寸}ソ

Pometia sp. 

ノぞラキューム
Palαq悦也慌

Eγythγos抑γ叩世相

プランチョネラ

Planchonella thyrso冝ea 

アンベロイ

Pteγocy耐えu肌 becc即日

セノレチス

Celtis kaj捌skii

11) 1) 欠点本 70% に逃したときの切削材長。

Notes) Planing length at 70% of defective pieces. 

2) 十号終lltの発生34十: cl' f'，'皮の古生， 出:jJl皮1))発/Lo

f : Defects occurred slightly, 十十: Occurred remarkab!y , .~十: Occurred very remarka bly 
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100r L7] > (25)
Pomet/d p/l�n炙a 

l80ト~喝
馳匂場、

(>、も

'!!、、

ι601 
吋き 1 

+-

<<討
す: 40 

r-< _;: 
0 

E 20f 
cl) 

1工 l

し一一一ー…ム一一一一←ー」ーo 250 500 0 250 

Plani 円9 lenョ th
切開Ii村長 (m)

n fl-. レ (lß)

EucaJypfus 
deqlupta. 

100 

80 

60 

一@ー注目 Ift1
ーベ)-}て車円合計

40 

ー一ー一」ーー-
5∞ 

噂凶掴

門
υ

内
/
，
品

句

持一 (2)9-(1) 

むつ月 I! ,f{ 長

9-(3) 

l
 

n

u

n

u

 

η
U

ハ
ロ

1
7
-
e
-
o
u
ω
一
ヰ
ω
〉
一
し
ヤ
υ
む
い
}
①
百
い
十

0
0

よ
滑
化

J町
叫
げ
山

Planlnq Iρn司↑ h I 円，)間角 i ギキ Fミ

9 (1) 

Fìg. ヨ 切削判長と欠点主将の関係

Relation between ratio of dcfective pieces and planing length. 
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η
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パノコアニ 1 一寸Jニア材の肌[ !J(jl'Í),''[ (別 1 /設)

よJ'先山))T命試貴

の Ith十川よJ )1êのをi.kú供 ιtl;';.j f置のう P) 2 主主」のぞいて切目IJ村長と欠点、本の関係--;.)求め，

寸だわ (ì ，Tahle 7 [_ノ

カメ v レ (18)カロブイノレム (11) , ウォータ-- f/ ム (20) では逆 lヨぱ~L ~ タウン (24 ， 2ii) , a) 

かなりの iまれが，それぞれ1;!)ì'jHJJ JUJ に必く j[V~ したへと 1 し1:1 j主い》カメ Lノ l/ (1 9) で ni:J';I!' 

タウンはj主日ばれωみのヲt/じであるため，なコ切 ijrj しにくいml'下グル-ごノ久るものと )iHオコれあ力、

，U.l.、われる、こ tl らのグノレーア())L)J 11 1]1 1 尽によろウ\切開IJ 条行才ればよれよい(JJ 門 IJTEiがられるもの

}，';(ネロ)変化の(折1/; Fiヌ 9 (1)ヲ 9 (2) に /j ， [j 

Y ノレトカノレプス (16) の cl ;!'，;;J j:，nはややしりクリンドン(ヨ)，レ tソドブラウンヲ戸ミチ;)ア(7 ), )
 

、
JI
 

カした il!f の切口1]11 は 100 ， :lOO m 程[芝であ J\，l[人本が 7096t1リしにくいもHH グ jレ ソに同 L ，

ヱ I[γ(S )，ダノ[、/.ソクス(1 4) の 1 めJH では切!'l!]判長が 1 ， ()OO m \，(と )-~t しておりヲイリウム(:3) , 

NI~j~r} I~ ご 'H誌な 711 主01とは!民しでし\ない (Fi必 9←(日)) , 

vE "/ドプラウンタ p ミサ 1) 了 (G ), マソイ(12) ，クイラ(1日)，ターミナ 1) -r ( 4 ), イ工口
、

jρし

ネラ (28) ，セノL 子ス (30) (士七J]月 rj 付 T，;; 1, 500 ITl 

ノぞラ午ごム戸

タウン (2:-1) ，プランヲ

士火よ件i 70タガ圭しなかった η また:/ツドブラウンターミナリア (6λ

ム (27)はよくに良川t;， l;JJi1rJ 日u が計られた- (-れらは切行IJ I ノ易い制作Fグループピ入るものとりわれや

マラス(10)

コジア (22) ，弓プラ (2 1) , 

(Fig , 9 (4)) ハ

里子 rJ)~イネ柳下

ひき材接着性4 

3 亘書fIの 'f~;~'?kll 釘{じ主I~木材 }tl 材、お斉IJをトIiいてひき仮忍依:i~!しヲそれら ω 点以)]およゴ ift ，lil ，円持活 }J を

、/うた。

μか会 }i;一人)
 

-(
 

供υA付1) 

供試付と比較試験H (マカンノミ舎レッドラワン)は!尽さ約 3 mrn , i陥 45111m ，長さ 340 mrn の鈎ílj

13 

10 

関係i!'i!�iilllt 20ωC ， げされた宇IE 1I ())行き仮である。各ひき板

び) í 主 m?L !支給，15;;た;の lïT ;�h?l tt:-( ~t;~浴内で約 1 ;か)] 11'， 1 川

苦コ') 1二コl1 /f における台!J<~宇は 8μ4ヘ'1 1. 0ir.:

f長治 fril おとぴJを希一糸川

JJ、泣所1:(ま， il]Ï;!反の ~i;\iUc 1,[, {~lï'J/qj }T] 抜若所11で，とれらの極主. j主

義 ??lj 彼の j~ql-.l， {~~í_;:lj {~.およびドi ノ白、争後去三条ド!などを Table 8 亡ノす υ

2) 

阪の J'， í互uζ所要最ヲミ布して織終 hJírJ 花ヰノ斉IJ 液考会 1 Yx:のび

i 2 枚 fTせに技 L t', '1) の~~;:" {<r 樹経\，(~-)c )て 2 ，j!>(ず勺{メ1 "1; IJ 

試験片の fI :g~ 

ナニ

:-1) 

ト 20 砂

Fig. 10 GI~長 't考 λil!r 試験 1'，'

(1手も'1:: mm) 

f30nd shear test s pe仁imen.

ペ
ィJ何

関係制度約 4G96 の fJ?'!i;ttfl_{!ij}_ド主若:':' lL t:試験 ~~I;:L 度 20"C ，

主!人l でが) 2 J盟114 品，Jì$~ じた 0) ち?ドig. 10 ず試験J\ をそ ;lvC'~ I 

を常1[~~および抑制J在者 )J試験f1j iこ半それ81'['ずつ切り出[ノヲ
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Table S 接着剤!の配合および接着条件

Formul且tion of glues 乱nd gluing conditions 

:反日 Item 

段着剤の配令割合

Mixing ratio of glues 

接着剤}交の性質

Properties of 
ffiJ文巴d glu巴S

践者条件

Conditions 
of adhesion 

ゼd

扱着剤j

Adheslves 

脂 Resin

充1覚剤l または増量子有l
Extender or 五ller

Jk Water 

イ七 井IJ
Hardneτ 

(町OOC)81
粕皮(ポイズ， 200C)9J 

Viscosity (Pois) 

塗G布lue量〔IgEJMRl12) 
温度sp (℃〉
Temp巴ratur巴
圧力 (kgjcm2)

Pressure 

時 T間i [ hrs)
在1e

レゾノレシノー jレ
:樹;応接着剤1)

Resorcinol 
resin adhesives 

1C コ

1021 

153) 

6へ~7. 4 

45 ,, >150 

250 

20 

10 

20 

月) J) 大腿振興株式会社:大鹿レジンディアノーノレ 33 サ
Notes) Ohshika Shinkoh : Ohshika resin Dearnol No. 33 

2) " : :fr)員斉1)， Hot-P-2 号

“ FilIer, Hot-P-No. 2 
3) : 1I直化剤，大国Eレジンディア/ーノレ 33 号乃]

100 

195) 

6 

56) 

久 5 ，.--_.-IJ: .3

~Oヘノ 185

250 

巴 Hardener ， Use to Ohshika resin Dearnol No. :13 only. 
4) 

5) 

6) 

7) 

8) ガラス電極 pH R十

大出レジン 104 号
ゆ Ohsika resin N o. 104 
:静雪:斉1]，小麦粉

: Extender , Wheat flour. 
現化剤，桜[化アンモニウム 20% 水溶液

: Hardener, 20% Ammonium chloride 801. 
シンコーポンド

: Shinkoh Bond No. 52 もiVH.

Glass electrode pH meter 

9) B型 [11転tr!î皮計
B. F聞 type Viscosimeter 

ずつ (2 枚の試験{本から sn ずつ)反り分けたη

4) 接着力試験

100 

5.8 

250 

250 

:官接接君子力および混潤践者力をけ木ょ:業規格，援者斉IJの木村引張わせん断強き試験法 (JIS K 68511972) 

にN守拠して，冬樹結lとっさ， 8)十ずつ試験した。

川市熊接着力試験

恒沼ltLl~i~室内で制限した試験n をそのままの状態で試験した。

b) 湿潤接着力試験

試験片はf長着剤JO)程類lとより，それぞれつぎの処班をしたのち試験した。

煮沸くりかえしl式験 レゾjレシノーノレ樹脂接着剤による試験片について行った。試験片を机;騰水中 iと 4



ノ f ブアニ二LFff 二ア十イの)JlI I iド民(治 1 長) U<十[[ JIJ 悩依 iû[JU10 --7!:J 

十:H 極

とうpe正 ies

ス ;r' ンジアス

Spon品'ias dulcis 

アルストニア

A lstonia scholaris 

jJ ナ 1) 勺

Cα抗αγIU持I 抗ふcum

エローターミブリ y

ノノ

/! 

エリマ

Oct帥孔el街路叩atγ品na

クワン F ン

Elaeocaγド札S 5争ha田"I C:弘5

-'7 7 ス

Homαlì世相 foetidum 

カロフィ fレ i、

Cato�hyllum vexans 

マソイ f

Cγyþiocaγ3品 ?γ!asso苫

ダイゾッ
Dysoxylum 

gaztdichaudianum 

アンチアリス

Antiaris ioxicaria 

アノレトカ jレプス

Arlocar�us inαsus 

カメレレ

Eucαlyþtus degluþtα 

(J 
ノ

10 

11 

l ヌ

lt) 

16 

11 

Tab!e 9，常抜技精力
Dry bond strenglh 

0 , 49 

O. 80 

o !i] 

54 
1110 

39'~ 6�5 I 

7 由 30

64" 1 O，~， l� 

46 !自
1] 0-" l� 

54 自8

4é>、円 10へ， 100

30 
O，~ �'O 

50 

C). ，マ 00

75 

50へ--100
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Table 9目〔つづき) (Continued) 

ラブラ

A河thocejうhalus cadamba 

1
5
 

τ
ル
1

i
i
 

H
h
γ
 

Spccies 

カ

エボジア

Evodia ellerya附

Pometia 日p ，

ノf ラキ工ウム
Palaquium 

erythrosjうermum

y。ランチョネラ

66'~ 83 
100 

1 語

自

自

52 自

り〈ノ 20

告自

タウ ン
三3

Por.悦 etiα pin鈍atα

" /4 

I1 

タ 1ヲ ン

事 3
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Table 10写〔つづき) (Continued) 

|原木番号|特
樹 1蚤

Species 

カ メ レ レ

Eucalyptus deglupta 
18 

ノf 19 

ウォーターガム

Syzygium sp , 

ラフラ i

Anthocelうhalus cada1何ba
21 I 0 , 43 I B 

一一一 一一一一一一

寸ー ボ、 ジ ア
22 0.36 E 

Evodia elleryana 
一一一一

タ ウ ン

Pometia þi乱托αtα
0.57 

90 55 
11 日 7円 自

-' 23 

11 /~ì () 71 
12 

8~~ 18 
時

タ ウ ン 開 |1叩 [55l26 0.62 
。〆 ~100 I 13~. 40 I B 

Pometia sp. 46'~ 74 I 90.~100 I 32~ 80 
一一一一一一一

ノぞラキ』ウム
帥 lIE日 l25l 28141l  

211 
Palaquium 27 0 , 46 

erythros�ermum 55.~ 69 i 90~100 I 13~. 32 0.~100 I 20へ. 78 。~ 40 

7" ランチョネラ | 

Planchonella thyrsoidea 
28 0.44 I 日

ア ン<<ロ イ
0.32 

Pterocvmbium beccarii 
2ヲ 1 自己 1 日自 告

erocymozu宵! oeccaγzz 

Cセehsaル向ドn戸gラ初Yチ市Mワezmスン l I|il l } 3一L一J ) 1 0 59 

10日 自 日
68~ 

レッ 0.56 自5
自

Sho;γ且 52.~132 

ーマ カ ン
，、J、

I (B) I 0.69 
Betula m且xir.抗自由icziana

自 E 
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F刕. 13 *陸j廷の比重と常態J玄:者カの問徐
(百十設ピニ jレエマ jレジョンtl訓副長者部)

交ξlation b巴tween 百pecifìc gra vit y of 
wood and dry bond str巴ngth

(Poly可アinyl emulsion resin) 

Fig. 12 封殺の比重と常態技者力の関係

(ユリア樹脂技者斉1])

H.elai卲n b己tween sp己ciíic gr乱vity of 
wood and dry bCJlld strength 

(Urea resin glue) 

Fig. 11 Hj極の比重と常態技者力の関係

〈レソ、ソレシノー jレ4J J 防接着剤U)

Relation between specif� gravity of 
wood and dry bond strεngth 

(Resorcinol resin glue) 
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Fig. 16 j封援の比重と ì;11).相談者jJの関係

(酢酸ピニ Jレエマ Jレジョン樹断技者l'TU)

Relation between speci五c gr乱vity of 

wood and wet bond strength 

(Polyvinyl emulsion). 

Fig. lS 伝卜伍のi七m と i{iil潤接着々の関係

(ユリア樹脂接着剤)

Rel品tion between specific gravity of 

、、TOod and wet bond stren~ミth

(Ur宮司 resin glue). 

Spec!f ic 自 ravity in ove円 dry

全車E 比

Fig. 14 紺訟の上七玄と涼制改着々の関係
(レソ。jレシ/ーノレ樹防接着剤〉

Relation between specific gravity of 

wood and wet bond strength 

(Resorcinol resin glue). 



パプ f' ~::..山 ギ二ア十，j (})Jj日 [U'Jtt 'B.i: c::r¥ 1 1 ほ) (木村Htl 出廷\idlJ\LHl 掛

Iì初出没せ iきしたのち， 60::1:: 3"C ~)さ戸公\1ドで 20 11~I;~1乾燥し， ふたたび沸il鳶;J<.III に 41州}jii又吐きする。に υノ

処J没後，主仰のぷ lþ さめと〉交で以し， YH したままの状訟で試験したの

州市l!l< ，試験 (d!~1.冷 /l<i)-ti-き ií)'点主) :斗 1) nMilflj安着芥[J によとj試験片コい ζl'r -') 11食 111 を (jo土 3"C

ジ)iI:i;j( 11' に :lflMi\!以什きしたのち，石川の;J(1 tliζ さめるまで校 n ぬれたままの状て川、験した。

( 2) 試験結封↓

音波 1'i ノJ試験の私':j~を Table 9 !こ，似判以前J]試験θ)結泌を Table 10 tこ iJ 、すに ~;t.ニ行制極ωjι!店

長路およiの i全日系主: Fig , 11 16 こノド仁J

1) 'i~磁波荘tL!三-~) (i"\ て

議ノlj はドゾ/レシ/ーノレ紛 iltrj主将斉[1 (以下 R)長諸井1]) およびユリプつî )1 \clti2若i斉i] (JV、 t~ U t主活斉1]) 守I.~
'-_ i ホ 3

;討伐 l ド t c. 木村の tl:JF と土もに明大したが，間隙ピニノレエマ Jレジォン悦陪接手!所IJ (U iイ V抜 "{J斉1]) では!;-(_対

!と低ドした、 しかしV法一行州lの低比話料における怯有力は R およびむ持者斉1: と l司[..!J rrt の 11也であぺ

」れらの誠治斉[J むノド付 i ニ，jj りわりに技ノiG}J が/J、さい樹桜は，イ Lτj -タ ミブリア (4) ， γ ラス(10) ，

Y イラ(1:3)，カノレレ (19) ，ウ庁 P ータ_" jj ム (20) ，タウン (25 ヘ 26) などでめ♂〉たり

ぷÙ!H政断ヰtは 1，えおよびじ民約Nl で(土 i七雨( 0, 53 Jユドの樹怖でほとんどが 100タb てあ" tニ。 V Jt: i，j ì'r!Jで

は、紋稀の低Jお iJl:材 1 どまり， ミらに iヒ L玄 Oφ67 以 i の制税ーさは o 9ó に減少、した。 とくに本吉!51決断本が

{氏か三たむイ L ロ タ ミナリ(， -z ラス?ゲイラ，ウォ P タマガムヲ タウン(2:3 、 26) ， セノレザ

ス 010) などでよろ) /"_ ( 

2) i!jは'þJ1実主主七[， 1こっし 1

法務力 Ll:'市悠接着))にく ζ へて， Rj安心 ii!l u.コ弘子干に 60 必ü9i Iこ、 Ui宗務内!の防白には 70;も礼!、 l乙 11主

トしたの 1"リが~1号剤の i:~， ií'，'j j 安 }J ィペナl七磁の村jl主Ii正常態試験Ul場合よりも低くなず)たり ijT，悠試験でJtUtifJJ

が小さい制限は詰!.iI';'J接持 }Jバぬでも l司十五ピ小さかーノたがp カメレ~/ (17) ，セノレチスは Ujよ斉[Jの場合に

いちじるしく i1J;トした。

VJ主着7刊の i!IJ， iijlJ抜 ó んはほとんとり町村1 品践校力ω50;0 以卜:こm川、い くーくに低地返りy別砲で())

低トが日江コ大〔

ょ:s[5破防Iどキ'1 ま， R)主務斉1]では治f~試験ω上場〈?とはは i司等の湾(であ勺たが， UI来着剤では 100% 本 :';I 5i品、 UJí

L た?ト!組は少数の低H~II' 付 U) みで， ノ.I(;';:lj _l;.)-'ω も ωは各 1抗体 I 1\J で() 100%!とぱらついた，比原材引まよ

i\i;破断ヰ〈はさりに減少、しナこじ Vj主刻むはほとんと、木部破断は凡ら~ 1 なかッた。

2 , ;)塗装性

)11 十、 I _ l!j; 

パフ r -"上 守 - r' レ1: 24 似 :lOI[1i]怖についえか役目以放をおこな"たの f"~ {~;.うい

冷淡主としてけこの 2μ会ツ-f: )j包し fこ〈

1. 庄中jú1'(じよ験 不自包正11 ホリエステjレ樹脂三寸、J卜そ木村に直接主主布 I~ ， i暖化H訳出を測定して村 I1 1 の抽出

;点分 ，~~ír'E こワえる影響をヤ〈た。なおヲ !l'l'イヒド1 i'，t:hHl'E はi逐次対II'U をおこない多その抗1!IUil~会[記塗料 lζ

if;}JI] L , Q;fi I ヒ 11日りを以した

2，金IM~内れ試験 J:~f; il;.i'l Wl化アミノアルトドfMI]日空食料を木村へ塗イ'IJ L , 2 種の{~[退試験条件を{史い，

塗脱出!れを発伐さも世J;rL放な測定し

(1) 試験ブJi，よ



86 湾) 292 号

1) 供試木材

主主装性試験lζ使用した樹極の原木番号および全乾比重を Table 11 :ζ示ず。

J反;-1;;を1. 5 cm 厚の板lと製材し，天乾がJlかfJ，最高JJlii度 600C で約liIMI自乾燥をおこない， 合ノj(7('\を

約 13.% iとした。

各試験片は，丸太の樹心から 1M皮方向へ半径の 60~，80郊のところから採取した。

試験片は 200C， 65.% RH で ;\R3ìM ， 平街させ各試験lと使用した。

2) 塗料使化試験

a) 木材 1:の硬化試験

試験片は栢 13cmX長さ 21 cmx !，手さ1. 2 cm 寸法のJ臨まさ目板を各樹種 2 枚ずつ使用した。

塗料は不飽和ポリエステル樹脂塗料を用い，その混合割合は，ワニス 100 郊，ナフテン酸コバノレト(促

進剤) 1 部，メチルエチノレケトン過酸化物〔硬化斉IJ) 1 {i~である。

塗装は事 120 ガーネットサンドペーパーでlíJI 摩後， 自 lLめおよびド塗りをせずに，不飽和ポリエステル

樹脂塗料をドクタープレード法によって 250μ 厚lζ喰布した。

硬化は 200C， 65% RH 条件トで測定した。 硬化の判定は子製の押し込み式硬さ試験機で詮)践に傷の

つかなくなったとき奇硬イじとした。

i琵イ七時間は，硬化斉iJ i芯加から便fじするまでの|時 1/りとした o

b) Jì!I/J\物添加脱化試験

ウォーターガム (20) は他の引Hl(こ比べ説化遅延が認められたので n ヘキザン， エーテ J l-'， アセト

ン，メタノ)レで;三粉より逐次抽d:lをおこない J'記 (2.1) 塗料に各州lili物を 0.3 印加え，上記 (2.1)

望号22方法および民化条件でガラス阪に塗布し， {l吏化i時間を測定した。

3) 主主映苦手j才L試験

試験片は幅 5cm>く長さ 5cmX厚さ L2cm の寸法の板目板p まさ同似を各外j科{5 ，政:ずつ使用した。

主主料 l土常 l1dL硬化アミノアノレニトド樹脂クリヤー塗料を用い?塗料 100 部9 シンナ_- 501払 硬化完'U (ρ←ト

/レエンスノレホン酸 50% アルコーノレ溶液) 5 部を混合した。

塗装は非 120 ガーネットザンドペーノぞーで研摩後， 自止めおよび F詮りをせずlと，スプレイヵーンを刷い，

3 回塗りで塗布量 150 g!m2 (不揮発分 41. 3;:'-6) (と塗イtj した。

塗装した試験片はT記 2 種類の主主膜割れ促進条併で試験をおこない3 各サイクノレごとに表 L[Üiこ発生した

割れを拡大鈴 (X 5) で iJlti)とした。同時にμよ験Ho)合;]<，率および寸法変化を測定した。

a) wet開cold凶dry サイクノレ

23WC, 95.% RH で 24 時間i政湿 200C で 5f時|河冷凍 600じで 1911:)1問乾燥を l サイクノレとし9

30 サイク jレまで実験をおこなった。 dry サイクノレ後に塗脱出jれあ(を測定した。

b) soak under vacuum凶dr悶y サイク jレ

150mmHg 下で 4 分間水中没漬 600C で 24 時間]乾燥を 1 サイクルとしi)サイクルまで;ょ:験をお

ζ なった。 dry サイクノレ後lと塗脱割れ数を測定した。

(2) 試験結果

1) 塗料硬化試験

注) 木材上の硬化試験



スポンジアス spo河 dias dulcis 
アルストユア Als卲nia scholaris 
カナリウム Canarium indicum 
イエローターミナリア Terminalia calamansanai 
レッドブラウンターミナリア Ter問問。lia 5010問one持szs

H n 
/ノ 11

エリ? Octomeles sumatrana 
クワンドン Elaeocarpus 5}うhaericus
7 ラス Homalium foetidum 
カロブィノレム Calophyltu持z vexans 
マソイア CrYlうtocarya massoy 
グィラ Intsia bijuga 
ダイゾッゲス Dysoxylum gaudichaudia月叫削
アンチアリス A吋tiaris toxicaria 
ブノレトカ Jレプス Arfocar戸U5 j肌 is叫S
カメレレ Eucaly戸tus deglujうta

ノノ ノ/

11 11 

ウォーターガム Syzygium Sp. 
ラブラ Anthoce戸halus cadamba 
エボジァ Evodia elleryana 
タ ウ ン Pometia 1うZ河招ata

11 /1 

/ノ ノノ

/ノ Pometia sp. 
パラヰーュウム Palaquim erythrospermum 
プランチョネラ I'lωlchonella thyrsoidea 
7 ンベロイ Pterocymbium beccarii 
セ jレチス Celtis kajewskii 
ガラス〈コントロ~ JV) Glass (Control) 

jセ) 1) 木材lこ塗布しだ場合の不飽和ポリ工ステノレ樹泊三主料の漫{じ時間， þ更必条/牛 200C ， 655ぢ RH，永田およびまさ百試片 2 引の平均値。
Notes) Curing time of unsaturated polyester resin varnish on the woods , curing conditioil; at 200C and 65% RH , value is the average of two test 

specimens of flatgrain and edge grain. 

のお;片 5 切の平均
Value is the average of five test specimens. 
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Tahle 12 不飽和ポリエステル樹脂塗料の犯

fヒにあたえるウォ{ターガム*柏市
物の日掛u;

万主/"-t~f

Curing time of uns昌turatecl poly巴ster resin 

varnish with extract from Water gum 

(Syzygium sp.)* 

無添加1
None 
持ヘキサン他 1-['，物(可熔〉
n-Hexane extract (Soluble) 
エーテル抽出物(可泌)
Eth巴r 巴xtract (Sol u ble) 
アセトン抽出物(鋭的〕
Aceton阜 extract

(slightly soluble) 
メタノール抽出物(難的)
Methanol extract 

(slightly soluble) 

i1:) {.暖化条何: 20oC, 60% RH 
Notes) At 200C and 60% RH 

7.42 

~'>24 

2 目 ;'0

3.05 

82 

ヤ司 The curing time of the varnish in coating 
on the wood was more prolonged as shown 
in TahJe 11. 

tl5 292 日

試験結果を板廿，まさ [1 試験片 2 枚の平均値

で Table 11 1:と示すの

標準試験車ji(ガラス) I ーの 1，吏イヒ時打\11:(ltベ，

1，史化が長びいた樹程は， カメレレ(18) ， ウォ

ーターガム (20) であったc 特!と，ウォーター

ガム(引禁漁試験板ω 1. 91ょうfの硬化時間を必姿と

した，との程度の硬化r5f;1:容があると標準的強談

方法で問題があるコ他の樹穂l土際，~~的主食装方法

支障がないものと思われる。

b) frJl ，~H合添加慣行5試験

試験結果を Table 12 て示す。

ウォーターガム (20) 抽出物のうち月一ヘキサ

ンヰIt! [1\物に顕著な (i\f! 化防書作用が認め ζれたの

2) i会膜;ヤIJ~l試験

wet-colcl-dry および soak uncl告r v乱CUUl11-

drÿγ テストにおける最'~I冬サイクル11寺の塗隈叩UL

数を 1反目安 まさ 11 ~:，\験)「名 5 枚の一平均 fr主で Tablε11 と示す内

a) w巴トcoldべlry テスト

30 サイクノレ後に~~I良割れがずとl1 した怯j積を割れ放の多いものから列苧すると，レヴドブラウンターミナ

リア (7 入セルチス (30)，イエローターミナリア (4 ), レッドブラウンターミナ 1) ア (5 )，ダイゾッ

クス(14) に

ifi 日試験片のみに発生じたものがラブラ (21)，マラス(10)，クイラ(lのである ο

仙の樹樋ば 30 サイクノレ後でも沖lれが全くでないかp または，どくわずかしか11.じなかった。

b) soak under vacuum-dry テスト

5 サイクノレ後主主!除';1;uれ数の多い樹種から)i!J;)0するとレッドブラウンターミナリア (5 ， 7) , "7ラス (10) ，

タウン (23 ， 24, 25) ，セノレチス (30)，イエロータドミナリア( 4)，カナリウム (3) であわ多 (a) 促

進試験で検牒割オ L1&が多かった樹騒が， (b) 促進試験でも多い傾向を示した。

同促進試験を通じて，去三悦害IJれ!と対し優秀な悦~を示した樹経ばカロフィノレム(1 1) ， "7ソイア(12) ，

ウォーターガム (20) ，アンベロイ (29) などであ「た。

引用文献

1) 木村郎 a 村、í'É化南i下村のヤIj主 21 ，朴;試研?払 227， 87 .130, (1975) 

2) 寺沢 真:木材乾燥スケジュー Jレ簡易決定法，木材工業， 20, 5, 216~221 ， (1965) 
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Properties of Some Papua New Guinea Woods Uelatin店

with Manufacturing Processes 1 

Lumber processiI問。f some East New Britain wond" 

vVorkin只 (~roup on Uti]jzation of Tropical ¥Voorls(J) 

Summary 

(自9

Several tests cOflcerning lumber proces呂 îng 呂L1 ch as sawin丸 drying ， planinど， gluing and 

fìnishin立 were carrierl �t on twenty-four wood species collectecl 旦t a 1 0\んrland r乱in forεst in 

Ne明ア Bτitain Islancl 匤 i 97日 The sampl巴cl tτees <111(1 buckecl 10詰 s from them were the s品me

as th08む used for the üth巴r tests in the seconc� and the thinl reports. Discussion about the 

data is nol 只 iven in this jJapeτas a 11 the lests plan日ed have not bccn yet complcted 

1. trees and 

γwenLy-four 8p巴仁ies (thjyty trees) listed iロ寸able 1 w日れ、 S乱mpled for th﨎 st.udy in Open 

Bay , New Britain, Papua New Guinea , March 1975. Threc trces were sampled from Tcrm抑制lia

50lo丹lO月ensis ， Eucalyptus deglu�la and PorneLia 1うmnαfαfor more detailed study. A nine meters 

log was bucked [rom 巴ach sample tree free from markecl d巴f巴Ct8 ， afteτth日 measurement 01 

tree heìght, buttreお s height and clear len 只 th. ]、he 日xtent ()f end splits was measur日d and both 

εnds り f the sample logs were coated with pγeservative 800n aft巴r thc bucking. The sample 

10伊 wer 巴 shipped from ﾜpen B旦y on Maτch 20 th ancl arrivcd at the lahoratoyy' May , 197[5. 

The c]es仁riptions of th巴ぉample trees ancl logs are gìv巴n in TabJe 1. The total vol工!111e of 

logs is 7:).07 m3 

Thヒ maximl.lm width of the end split of each 10日 was measured ag乱in at thc laboratory 

As shown in Table 1, a wide end split startecl in 81うondìas log immediateJy aft巴 r bucking 孔nd

markeclly developed during the 古hipping to ]apan. Although the end splits of Antia円S 札口d

Planchonella logs were slight after bucking, they considerably de、 eloped cluring the shipping. 

匤 the logs ()f the other species , the splits dev日]opcd slightly 0τlittle bef廿Ye sawing. 

2. Lumb告す proce自由ing'21

2 町 1 Sawing 

'1'he t巴sts for sawing propeytics of particular sp巴仁ies by 乱 band saw machine were caτγied 

oul.. The power requirement, m回nd記ring (wander) and roughn日58 of sawn surIac己 by sawing 

the green stocks at various fced spe杭:1 levcls wer下 !T1Caおurccl ， and relative easiness of band 

sawing fo士記a('h speci<、s was ratcd. 

Procedure 

The 担at 日 rain planks of 74 m m  thick and 2 meters Jong respeιtively were prepared for 

the test material from the middle part (fre日 from th思がth) in the cro日s section ()f each 

sample log. 

Si7e ()f saVi bl乱de was 1. 06 mm  thick ¥Jy 121 to 12(( mm  wiclc with stel1ite lipped teeth (lf 

Received September, 4, 1976 
(l) Wood Technology Division and Forest Product Chemistry Divisioll 
(2) Parenthesized numbers correspond to log numbcr 
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250 in hook angle, 450 in sharpness angle and 32 mm  in pitch. Particular care was paid for 

k巴eping th巴 kerf width ancl eclge sharpness of saw tooth as constant as possible during the 

test runs. The band sa w machine w前回 large as 1, 050 mm  in wheel diameter, 112 mm  in 

wh巴el width, and it was driven at 570 rpm (n乳mely， 1, 880 meters)min in running speed). 

A pair ()f 74 m m  green planks, piled ancl dogged on the c呂rriage， was sawn repeatedly into 

thin boards. Six levels of feed sp巴巴d (i. e. 7, 14, 21 , 26 , 32 and 37 met巴rs!min ， or 0.24 , 0.47 , 

0.73 , 0.89, 1. 09 and 1. 26 mm  bite per tooth) were appliecl on sawinεof th巴 test stoc ks. 

Th巴 r明uirecl net pow巴r ， resultant meandering of sawing p品th and fuzziness of sawn surｭ

fac巴 as shown in Photo. 3 were measured cluring or after each sawing run. 

Results 

The net pow巴r required by sawing in a given feed speed, the maximum feed speed appliｭ

cabl巴 with slight meand巴ring of sawing p旦th 乱nd the e文句nt of fuzzy grain observed 011 sawn 

8urface are 8hown in Table 3. 

The r忠quirecl power was generally higher for heavier species, especial1y for Homalium (10) , 

Dysoxylu隅 (14) and Pome針。 (24 ， 25). 

The maximum fe巴d speed was g巴nerally low巴r for the species of high巴r power requir巴砕

m巴nt ， but Octomeles (8) showed relatively low maximum feed speed for its loweτpower r巴E

qmτ巴ment.

Severe woolIy or fuzzy grain on sawn surface was observed in some species with lower 

density such as Octomeles (8) , Cry戸tocarya (1 2) , Antiaris (15) , Artocarpus (16) , and Evodia (22) 目

2.2 Kiln drying of lumber 

The following two it巴ms of experimen t w巴re carried out as foτthe drying properties of 

the lumber. 

a) Quick drying tests for the purpose of presumption of the suitable drying schedule ・

100DC-test. 

b) Kiln clrying experiments with the schedules presumecl from the above quick test .. 

Scheclule drying experiment. 

Pro哩edure

1) Test material and specimen 

One meter long bolt w乱s cross凶cut from each 24 species (30 logs). Test materials were 

sawecl out at random from each bolt. Thus, the flat> grainecl and the eclε←grained lumbers 

were obtain巴d from th巴 heartwood portion. Then , these lumbers were cross回cut 旦ncl dressecl 

into two types of specimens, which were a) the flat-grained specimens of 2.0 cm thick by 10 

cm wide by 20 cm long for 1000C-test, b) both th巴丑at-grained and th巴 edge剛grained ones of 

2.7 cm thick by 20 cm wide by 60 cm long for scheclule drying 邑xperim巴nt. Both 巴nd surfaces 

of all sp巴cimens for th巴 8ch巴clule experiment werεcoated with mixtures of varnish ancl alu“ 

minum powder. 

2) Method of m巴asurement

a) 100oC-test 

Three t巴st specimens per sp巴cies ， as a rule, were dried green to oven-clry in an ordinary 
d邑ctric oven at the temperature of 100~1050C. Initial checkings (巴nd， surfac巴 checkings ancl 

splits) were observecl during clrying , and honeycombing (int巴rnal checkings) ancl deformation 

(collapse) w巴re measured after clrying. Then, thes巴 three types of drying def巴cts were eval地

uated by our gracling standard. By means of th巴 above pτoceclure ， the initial ancl f�al drying 

conclitiollS for 2 目 7 cm thick boarcl were presumed. 
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b) Schedule drying ex.periment 

The 日uj t社ble dryini': schedul忠 \vas dctcnTlineぐ] ¥n thc _[ol1り \Vlng process: 

Drγ寸ml1l and トbulb lcmperatures in th巴 lìrst ~lt日広む ()f s仁 he(1u Ie c1了 ying (init�l tempcra. 

tuniS) , and Ib tempera(u!"e ﾎn tlw 1川t stap;じ ()f dryin只 (final kmp己 raLur♂) al むとは imate(]

b¥' the 工esulls il 主lO00C~test

lnitiai dry-buHJ t日 rnpcratllre ls ch品目 g収1 to thc ncxt st.ep a1 8;'96 lTloisLure conhint Changes 

of 崎 bulh tcmpcratures in thじ intermedi立Tε 日ta ぷe ta ke \)1凡じむも\'i\hζl raisin只 rale o� temperεl' 

1'.lfゼ Jw pげろf七ノT110isturc じonlcnt loss 'fhe r乱ising ratc 1n the .1礼ttcr stagc i 日 adiusted

properJ可合引 tba t t1lt' fin乱1 dry-blllL tempeτ乱lllre ll1乱 start at 〆日 10J お ru l"じ仁川1tど nL

lnitial .bulh dcprcs日 10l) _]お chan g-ed t引けl仁 step at the moistuTC 仁onLen\ 1εvel ()j 

onぞう'lhin! 仁]OVd1 rnoist~_1 rc 仁onl ぶ^Il. 1γüe: rlτ1Cdialt、 wct.-bulb clepreおslon ch乱n包 1日]以=

r1acc (:1 jo了]ど \ーハ th a s\rai又 ht l鋹W (J日以う111ト iりど乱γi t. hrnic graph. Howe正 C1 市 the wd̂.bl1� deprεS日 lon

aγG に hanLH~d uracticallv ITl thど !oτOJ ぉteps 日 shown in 1' i 只 :1.
い

iおth llnal drv.hulb tじìTtpCra1ure 乱ncl wd-bulb depress!on start at 1. 5デi5 lYl01sture 仁川1Ícntι

T1H、 おドピ仁 írncns were weighed at ])1'oper i nt むγvals of drying t�e in order ¥0 0わtain t he 

prcむととなろじ1..1 1\7日s in an 己 εγjment託 1 1. V. typ日 clτkiln. A L l.he sal'!W time , dryín広じhcck­

ings were (市計三τγe，L l¥fLc" cJ rying , shrinkage ancltwist wとγ111e社Slll下(1. Iloney仁口 mbing (inh'l" 

nal 、 he仁 kirlg; ¥¥'a8 al出}守主孔η1íned bv c了。 cuttinどは1 \hc 仁ピnLeすりf thむ specirllcns ， Shrinka父

thicknesと江月U1ρd with a ciial ど呂 u 立 type lnstr l1 HH、 nt (aCCUL:H_マ L20 Illm) and sh 1' inlく ω

託ge 'Nidth w誌 obtainec1 with a pair oJ、 ca !í perぉ (aCCtlracy: 1: 2の mm). Only O"[Jと γun 01' 

d:ryin日 experi1nent spe-cies \vas じ凡Fγiod OlJ t ba日pd on t)w drying procesおのi 乱 conírol れ 111

ple 竹 f thc び12ミe~~と r ，:.i T! ul 吃cinlen

Resu!ts 

1) 100ωじ leSl

Dryinp; defeぇ;えnd estim 正lt_ed dl":vin[2: conditions are sh(nvγγ1 inγ'1 hi(み ;Vla lor Its ()f 

d 1'vin玖 dじfccts arc s日1τ1 l11 arized a日 bel O\\、

之1) lniÜ日j 仁hecking

1n引J_tiaω け、寸己舵込刊〈仁、 k川ilれ~l f以， i凶n H.かfοn川yμ川}刀wlì山1幻t川η111 (什10的) w 日山日 3むvヤ1で〈、rれc、沿百引t [0オII(り) 仇w処e引h刊叫 11乃 Tc門crmmβfμl川ρ (4り)， 1μ1叫ltお又幻1川a (υi 九川).

品S、れ3Ifμ11μ附河J1 í2(却0) ，

を，.;peCles ，

b) Dとfりrrnatiり!1 on cross sc仁 li(Jn (collλpsむ)

S'�oNdiU$ (1)) Eucαly戸ius (l� 19) 九‘'YZYl/ÙOIl (:20; and Pmnf!ia (:2.4) proved 1:0 hc lnherE'nl 

i の defonn

じ) HOllむシじり111uillg' (íntピ じ、kin只)

Honcyじりmbin又 m 九:yzyg:ium (20) was severesl among all the speci men民 S戸ondias (l )唱

仁aly戸tus (17) 社nd Pometia (24) bと lOilR t u tﾌ1e scじりndary 只 rOll [J. ]、 he �lwr species orrered no 

serious problεm. 

Schcdule dryi 訂ぶ(っくpé'rinwl1十

Dryin，ご schedules usecJ in th﨎 experiment were りわtained by minor 仁orrcctiol1 ()f thc est i 

mated schedules fyom ]OO"C test Namely, flgUYεs welε 1'ou ncled to 50(二 interval J'or clry-bulb 

ternperaturEう and O. G"C 1"01' WE汁皿bulll cleprε 日 sio孔 Some spcciとs wcrc c1riecl simulta日eously with 

the 日乱れ dryilJぷ schedul巴 when ぞ，stimarecl schedulesγe simil託r to cach othcr. '1、七日了引い

fore) 30rne species ¥vere tーう ventually dried with t.he slightly diffεrent 日仁hed L1 le frorn th品t estiｭ

m計e.cl from 100しC-.test. Drying じurvむと o[ おev巴ral species Clnd drγing condition 日， drying time , 

shrinkage (乞n、巴η j: O oven-dry") 託nd 80 on of pach Sp目、 ic日(:)口、 shown i 口 Fig. 4，日日nd TablE' ;" 
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Drying defects such 乱s checkings and collapse occurred in the following species during 

drying with the sch以lu!es shown in Tab!e 5. Minor correction of th日 sch凶uJes for these speｭ

cies will be need巴d

a) S�ondias (1) 

Green moisture content variec1 in a wide range depending on th巴 portions in a log. Initial 

checking (surface ch巴cking) 呂nd collapse on th巴司at皿gr乱ined specimens, and coJlapse on the 

edge-grained ones occurred. Accordingly , a som巴what milder 3ch巴c1 ul日 than that in Table fi 

is recommended for this specie民

b) Homalium (10) 

Movem巴nt of water through the wood was unexpectedly good for its speci五c grav咜y. A 

fεar of drying checkin箆 still remained until lower moistur巴 content stage (20八 25%) 日 There帥

fore , the dr乱stic change of wet脚bulb c1epression should be avoided until 20% moisture coロtent.

c) Eucaly�tus (17 ..19) 

Although no checking occurred on any specimen sawn from log No. 17...1臼， radial shrin k目

a宮巴 of the flaトgrained specimens from the log No. 17 was remarkably hig'h among the thτ巴t

logs. Collapse developecl on the 巴clge-grained specimens at the portion 日ear the pith. There脚

fore , clry-bulb temperatur巴 in the initial stage of the drying can b巴 lowered by 50C. 

d) Syzygium (20) 

R思duction of moisture content of this species was very slow.. lt took about 50 days or 

mo日 to kiln dry from green to 10悠 moisture content. 1n acldition , collapse was found. Conｭ

sequently, these n日gativ巴 factors would make the kiln drying 君主tremely harcl 

巴) Pometia (23八 26)

Every specimen from the log No. 23 , 25 and 26 was driecl 50口1巴what well without any 

checking or collapse. On the contrary , initial ch巴cking (surface checking) on the flat-grai口氏(

specimens and collapse on the edge佃grain巴d ones from the log. N 口. 24 occurred 目 Initial dry闘

bulb temp巴rature of 450C ancl wet旬bulb clepr巴ssion of 20C areτecommend巴d.

The severer clrying scheclul日s than those in Table 5 for the othel司 sp巴cies except above a>~~ 

e) on巴s are e文pect邑clJy appliecl for the practical commercial clrying. Alstonia (2) , Termi抑alia

(5 , 6) , Cry戸tocarya (12) , Evodia (22) , Pterocymbium (29) , and Planchonella (28) can be clried easily. 

2. 3 Cutting properties 宵ith rotating knife 

The cutting force and th邑 clefects occurecl on cut surfacc w記rεmeasurec1 in rotating cut-

ting of dried lumber. 

Proc官d盟re

1) Me旦sur巴ment of cutting force 

The test specim巴ns for longituclinal, transverse and cross cutting, and for measurement 

of speci五c gravity were prepared as shown in Fig. 6. These specimens were stored in 200C 

temperaturωe ancl 6596 relativ邑 humidity for 4 w問ks. T、he moisture content of test specimens 

was 12 士 296 以 th巴同st. The cutting force was measurecl with the appar昌tus shown in Fig. 7, 

The cutting was done at the con必tions clescribecl below. Cutter-h巴acl speecl 900 rpm , Cutting 

angle 56 ", Sharpness 閉店le of kn ife 40ヘ Material of knife SKH 3, Depth of cut 2. 4 111m, Fe巴d

per one knife 3.3 , 4.4 , 5.5, 6.6 and 7.7 mm ‘ The v乱lues of cutting force w巴re obtained by 

averaεing of 40 maximum values of cutting force (maximum torque values). Thεrelation 

between cu tting force (P) and f世巴d per one knife (/) was expressed in experimental equaｭ

tion P=a十 b'fn ， anc1 the constant v司lues a, b ancl 河 were 仁alculated. Furthermore, the cuttin良一

force at O. 3 C111 of fεed p芭r one kn凬e was obtainecl, as the cutting force at pract兤al cutting 
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じりndition.

2) Tesls for knife life 

'l、hirty t口五fty test specim記ns of 36m111 thick by 40mm wide by 1, 000 ,, 1, 800mm 1011.[; 

were prepared for each 日peCl巴5 ， and the bastard sawn surfaces were cut with a single surface 

planer. The 巴valuation of cut surf乱ces was done at cutting length ()f 200 , 500, 800 , 1, 100 and 

1, SOOη1 ， and the pcrcentage ()f defe仁tive te81 pi巴C巴s (p巴rcentage ()f defεctive test pieces to 

total test pieces) was obtained. The limit ()f knife life was sh口wn in cutting length at 7096 

of defectivc test pieces. The cutting conditions were as follows: Cutt巴トhεad speed 6, 180 rpm , 

Clltting angle S6ヘ Sharpness angle of knife 40', Diameteτof cutter-head 1:30 mm , 1VIaterial of 

knife SI<:H cl , Depth of cut 1. 0 mm , Feecl per knife 3.0 mm  

Res祖lts

1) Cutting force 

The values of a , b ancl n in experiment乱1 cqu乱tion P~a+ b ・fn are shown in Table 仕 Th巴

cuttín日 force increased linearly as increasing' of feed in about 乱 half of species testccl, but the 

value of 11 was above 1 in the other species. The cutting fOJ'ce at O. ::; cm 01' feecl (PO, 3) inｭ

cr日ascd as increasi江芯 of apparent specifl仁 gravity In this rclation ， ι可anarium (3). Euwly戸tus

(17, 19) , Pornetia (23) 乱ncl Celtis (30) showed the 100ver valuc of cuttin宮 fOTce. and Homaliurn 

(lO) , and Pometia (24 , 26) showed tl1εlügheγval ue ()f cutting fOTce 

2) Knif巴 life

The results of cutting length at 709" of defective pieces, and kincl o[ defccts ocじurrecl on 

cut surfacεare shown in TaJ虫、 7. The surfaces were cu1 smoothlyァ in l'erminalia (6) , Ho汗Ja­

lium (10) and Palaquium (27) , but the cuttin釘 length in Terminalia (7) , CaloPhyllurn (11). Ario陣

Wr)う削 (1 6) , E'ucalyptus (1 8) , Syzygium (20) and Pometia (24, 25) was very short. 

2.4 Gluing 

Shear strength test by tension-loacling was condu仁ted to obtain thc bonding strength for 

two同ply paneJs from each speci己S.

Procedure 

Two two-ply panels [rom each species wcre macle with s乱、vn ancl surfaced boarc1s , 3 mmX 

jf� mm  X :l40 mm , which weTe parallel閣grained. The adh邑sives were resorcino1 resin (RF) , urea 

resin (υF) and polyvinyl acetate emulsjon (PVAc) which 'Nere set atτoom temperature. Thε 

al11oun1 of 広lue spr巨ad w乱s 250 g!江12 for 乱 glue line (Table 8) 目 The pan巴ls were conc1itioned 

at a relative humidity of 4596 乱nd at 乱 temperature of 200C for three 九Neeks.

Sixteen test specimens, 20 mm  wide 乱ncl 80 m m  jong, were cut Ollt from two t巴st panels 

ﾎrom each species , a h註lf for clry shear t巴st 乱n<1 the other half for w巴t thear tcst. 'l、wo kerfs 

at a ]0 mm  intεrval were macle in the center of th記 specimen

Boiling test was acloptecl to thc specimens gIuecl with resorcinol resin. Spe仁imens w巴rc

boiled for 4 hours 註ncl dl< iecl for 20 hours at a temperature of 60 土 30C After that , they were 

boi1ed a伊in for 4 hours 礼nd then cooJed in w乱ter. The bond shear strcngth was measured 

¥vhile the specimens were wet. 

The hot ancl colcl water imm巴rsion test was adopted to thc spεcimens gJuecl with UF. The 

specimens were immεrsed in w乱ter 乱t a t己立，1per乱tur記 of 60 土 3CC for 3 hours, and then cooled 

in water. Af士号r that, th記 boncl shear strength was m巴asurecl whi1e the speci江.1en was 'ivet 

with a shear testing machine by thc j 巴nsio!1 ]0乱cling

The water i立lmersion tCS1 was acloptむcl to the specimens gluecl with PVA仁同 The specimens 

were immersed in water at a temperature of 30 士 l OC for 3 hour日. and then cooled in water 



94 卒業試験場研究報告 沖 292

for 10 minutes. Aft巴r that , the bond 8h巳ar 日treロヌth were mea日ured by th巴 method mentioned 

above 

Re日ult苗

The results are shown in T乱bles 9 and 10, The dry bond strength of the panels glu記d with 

RF was in the r旦nge of 28 to 157 kg/cm2, and th巴ir wood f品ilures were 100% in most speci五c

gravity in oven-dry uncler 0, 53. The dry bond str巴ngth of the panels glued with UF was in 

the ran宮e of 25 1:0 149 kgjcm2, and their wood failures were 10096 in mc 弓 t spεci巴S of the sp• 
仁i五c gr旦vity under 0, 53 , In the panels glu思d with PVAc, the dry hond stren，ミth was in the 

τange of 17 to 112 kg1cm2, and their wood failurεs were low in th巴 species ()f speci長c gra vity 

()f 0 , 56 or high日r ，

The wet boncl stren広th of the panむ18 glued with HF was in the range of 19 jo 149 k記.icm 2 ，

and th巴ir wood f乱 ilures were 10096 in most species o[ speci五じ gravity of 0 , fi8 口r less. The 

wet bond stre日夜th of the panels glued with UF was in the range of 4 to 105 k只 /cm2 ， and their 

W口od failures were 100% in most spec�s of specif� gravit:，ア of 0, 36 or lower. ln th巴叩eCles

()f higher 叩eci五c gr引アity than 0.86 , the wood failure dispersed from 0 to 10096 , 1n the species 

of higher specific gravity than 0 岨 5 ， the wooc1 fai1 1.1 r日s were v巴士y low匂 The wet hond strength 

of the panels glu 日cl with PVAc Wi¥S in the raηge of 0 tの 78 kg/仁m 2 ， and their wood failllre丹

were almost 096. 

The speci己s with lo¥V bond strength are as fol1ows; Canarium 作)， Ter附inalia (4可品)， Ho河川山

lium (10) , Dysoxylu間 (1 4) ， Eucaly�lus (1 '1.19) , Syzygiurn (20) 証nd Celtis (30) , 

2 , 5 Paintin昌司

The curing tim 巴 of an unsaturat日d polye日t邑r !'eSl口 varnish 00 the wood, the in孔uence ()f 

extracts fro!11 the woocl and t11e 仁racking of paint ftlm on 同rood llndeγtwo aζcclerated condi .. 

tion 日 wefe observed. 

Procedure 

'1 、 h(' te8t specimens of both 11at grain and edge 只rain were prepered for the follmving 

tests , 

1) Curin反 tirne of varnish 

a) Test on partcular species 

The varnish used for cur�g test was an unsaturated polyester resin wh兤h was prep乱recl

by adding Olle part of cobalt naphthenate and one part of methyl 巳thyJ k日tone p巴roxide 丘s a 

h乱rc1ner to 100 parts of the varnish 

Thεtest specim色n of 13cmx21cmX 1. 2cm 出仁onditionecl at 200C ancl fi')96 RH，丘一nd t}len 

仁oated with the unsaturated polyester resin v乱rnish by 五 1m app劦cator blade without f11l�g 

and undeτcoating. The thickness of the varnish wet 五1m was 250μ'1、he curing time was 

measured in the conditioned room at 20cC 乱ncl 6596 HH. 

An inc1entation harcln在日日 tester was used to determine the curing tim官 。 f tlw v孔γnísh ，

b) Test on the in丹uence of the extr乱cts

The unsaturatεd polyεster resin varnish was added to 0ゐ '1 part 01' e文tracts frmη 8yzygíum 

(20) which delayed the curing of the varnish on the wood 

The v乱rnish cont乱ininεthe 巴xtracts was coated on εlass ， and the curﾌng ti m日 W乱$日leas~'

ured by the above mentioned method , 

2) Cracking of f�m on ¥vood 

寸he varnish used ior cracldng test was aminoalkyd resin varnish which w品s pr 己pared by 

addin芯 50 parts of thinn日T 乱nd 五γ日 parts of ethano! s口Jution (50 p; ﾞ tolロenesじlfonic acid ;n 50 
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mloi 巴thanol) as a hardner to 100 p江rls of the varnish. The 切れ test specimens of 5 cm X!) cm 

X 1. 2 cm from each species, a half of which are plain sawn and th日 other half 乱re quarter 

sawn , were conditioned at 20"C 日 nd 6596 RH，乱nd sand-paperecl with No. 120 grit garnet司paper ，

one of the two wide sL1rface of each spむじimcn (5 cm>く 5 cm) were coatcd threc times with thc 

varnish by spray gUD. 

Thむ乱mount of the varnish 乱pp1ied was 150 g/m2 (41. 3労 non�olatile contents). 

乱) Wet-co1cl-dry cyc1日 test

The cycl日 tcst composed of humidifying (乱t 23cC ancl 9596 RH Ior 24 hr) , fr己巴zÌng (at 20じc

for 五v己 hr) and drying (at 60cC for 19 hr) was adopted on the coated specimen by r日peating

thirty times 

b) Soak L1nder vacuum-dry cycl巴 test

The test cycle was a combinatioD of soaking (in distillcd water under a vacuum of 150 

mmHg for four min) and drying (at 60"C and 24 hr). Five cyc1es of test were conductecl. 

Numb巴rs of fiJm cr旦cks occurrecl in th巴 test specimens by the acc己1eratecl tests w巴re meas-

urec1 with 21 magnifier (X5) at each cyc1e 

Results 

Results arεshown in Tables 11 anc1 12 

1) 心uring time of varnish 

The curing times f� Syzygium (20) ancl Euc叫y戸us (18) ¥vere by 1. 86 hr and O. 9 hr 10nger 

than that for gl旦S8 ， r 巴spectively. A strong inhibition 九Nas showロ by the n-hexane 巴xtracts

from Syzygium (20). '1'h巴 othεr solv色nt extracts from this species had 1ittle inhibiting e釘ect.

2) Cracking of 五1m on wood 

a) 九九γet哨co1c1-dry test 

Much more 五1m cracks c1eve1oped i江 Terminalia (4 , 5, 7) , DyぉOxylu111 (14) ancl Celtis (30). 

The fi1m cracks in Homalium (10) , Inlsia (1:l) 日 nd AηthocePhalus (21) wεreobserved only on th巴

fla t grain surface. 

b) Soak unc1巳r vacuum-dry test 

'1'he numbers of cracks deγ己lopec1 in Canarium (3) , Termi叩lia (4, 5, 7) , Homalium (1 0) , 

Pometia (23~25) and Celtis (30) were 1arεer than thoso ()f tho other species , Caloρわ'llum (11) , 

Clツ戸tocarya (12) , Syzygium (20) and Pterocymbium (29) wεre with fair1y small numbers of film 
cracks. 




